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本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財包含地があり、10,000カ 所に及ぶ

遺跡が確認されております。先人の残した文化遺産を保護し保存していくことは私たち県民に課せら

れた重大な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、快道な生活を送るための地域開発 と社会資

本の充実もまた県民の切実な願いであります。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よつて消滅する遺跡について、歴史資料 。史料としての遺跡情報の記録保存を目的とした調査・研究

を行ってまいりました。

本報告書は、一般県道田野畑岩泉線緊急地方道路整備事業に伴って平成16年度に行われた沼袋遺跡

の発掘調査の結果をまとめたものであります。調査によって縄文時代後期を主体とする遺構・遺物や

弥生時代の上器が出上しました。また、中世以降の調査では掘立柱建物跡と陶器・古銭などの遺物が

発見され、本県沿岸北部においては貴重な資料を多数得ることができました。この報告書が広 く活用

されることで、東北地方における地方史研究の発展や、埋蔵文化財に対する県民の理解を深めるため

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご理解とご協力を賜 りました岩手県宮古地方振

興局岩泉土木事務所、田野畑村教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、深 く感謝の意を表しま

す。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武



例   言

1 本報告書は、岩手県下閉伊郡田野畑村尾肝要118-3他 に所在する沼袋遺跡の発掘調査結果を収録し

たものである。

2 本遺跡の発掘調査は「一般県道田野畑岩泉線緊急地方道路整備事業」に関わる事前の緊急発掘調

査である。調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県宮古地方振興局岩泉土木事務所

との協議を経て、 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3 本遺跡の調査成果の概略は、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第469集 『平成16年度発

掘調査報告書』に公表しているが、本書の内容を優先するものとする。

4 本遺跡の岩手県遺跡台帳香号と遺跡略号は、以下のとおりである。

遺跡台帳番号・・・…K G21-0127

遺 跡 略 号・・・・・。NB― o4

5 野外の調査期間・調査面積 。調査担当者は、以下のとおりである。

調査期間  平成16年 5月 19日 ～10月 5日

調査面積  4,910m2

担 当 者  米田 寛・立花 裕

6 室内整理期間及び整理担当者は、以下のとおりである。

整理期間  平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日

担 当 者  米田 寛・立花 裕

7 野外調査での遺構写真撮影は調査員、遺物写真撮影は当センター写真撮影を専門とする期限付き

職員と米田が担当した。

8 本報告書の執筆はIを岩手県宮古地方振興局岩泉土木事務所、Ⅱ～Ⅵを米田が担当し、編集・校

正は米田が行った。

9 出土遺物の鑑定・分析及び業務委託は次の機関に委託した。

石質鑑定……花筒岩研究会   黒曜石産地同定分析…lkl第 四紀地質研究所

火山灰同定…lMl古環境研究所  遺構内土壌分析…パリノ・サーヴェイ株式会社

10 発掘調査・整理作業・報告書作成にあたって以下の方々に御教示・御協力をいただいた。(敬称略)

安達尊伸 (田野畑村教育委員会)、 井上雅孝 (滝沢村教育委員会)、 神原雄一郎 (盛岡市教育

委員会)、 小林正史 (北陸短期大学)、 中村公宣 (函館市博物館)

H 本報告書に掲載した地図等には、図中にスケールを付した。使用した地図・地形図は以下の通り

である。

国土交通省国土地理院 1:25,000地形図「沼袋」(NJ-54-13-1-3)
12 本遺跡から出土した遺物及び調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。
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調査にいたる経過
遺跡の立地と環境

調査に至る経過

沼袋遺跡は、一般県道田野畑岩泉線緊急地方道路整備事業沼袋地区の事業区域内に位置しているた

め、当該事業の施行に伴い発掘調査を実施することとなったものである。

一般県道田野畑岩泉線緊急地方道路整備事業は、下閉伊郡田野畑村沼袋地区内の交通の修路を解消

し、通行車両の円滑な通行と歩行者の安全を確保することを整備目的とし、平成13年度から事業着手

している。 (平成13年～平成14年 :地方特定道路整備事業 平成15年 ～ :緊急地方道路整備事業)

これに係る埋蔵文化財包蔵地の取扱いについては、平成15年 10月 1日付「岩土第222号」により宮古

地方振興局岩泉土木事務所長から岩手県教育委員会生涯学習文化課長に試掘調査についての依頼があ

り、岩手県教育委員会は平成15年 11月 5日 試掘調査を実施した。その結果、平成15年 11月 25日 付「教生

第1423号」により沼袋遺跡の発掘調査が必要となったことから岩手県教育委員会と岩泉土木事務所が

協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに委託することとなった

ものである。

(岩手県宮古地方振興局岩泉土木事務所)

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 地 形 と気 候

(1)遺跡周辺 の地形

リアス式海岸が発達する三陸海岸中・南部とは対照的に、宮古市よりも北の海岸線は比較的平滑で、

固結した岩石からなる高い海食崖が連なっている。宮古以南のリアス式海岸が第三紀末～第四紀初頭

ころの大沈降によって生じたのに対し、沿岸北部の段丘は第四紀における海食と隆起によって形成さ

れたものである。この地域の河川は侵食力が弱く、海岸崖に月ヽ規模な沢や滝を形成して海に流入して

いるものが多い。標高100～ 300mに は、最終間氷期よりも古い段階の海進によって形成された広い海

成段丘面 (高位段丘面)が分布している。最終間氷期に形成された中位段丘面は標高30～ 50mに分布

しているものの幅がきわめて狭く、遺跡が多く分布する高位段丘面とくらべると完新世における人類

生活の舞台となった痕跡は少ない。

沼袋遺跡は高位段丘面の山地側に位置し、海岸との距離は約10km、 標高は約230～240mである。村

内のほぼ中央に位置する田野畑村役場からは北西約 5 kmの 距離に所在し、微視的には普代川の蛇行・

洪水などを成因とする河岸段丘上に位置する。今回の調査区は普代川との比高 5～ 10mの低位面を中

心とした範囲で、調査区東側では豊富な湧水が見られる。

(2)気 候

シベリア大陸は、春から夏にかけて急速に温度が上昇する。これに対して、オホーツク海では融氷

に日射エネルギーが費やされるため温度上昇が抑えられ、両者の気温差によってオホーツク海上には

Ｉ
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第 1図 岩手県全図と遺跡の位置



Ⅱ 遺跡の立地と環境

第 2図 田野畑村内の遺跡
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地形と気候
周辺の遺跡

オホーツク海高気圧力S生 じる。上暖下冷の安定した成層状態のなかで下層雲が発達し、日照が遮られ

ることで放射冷却が効率的に行われ、オホーツク海に冷気が停滞する。千島列島や北海道釧路・根室

地方の夏季の天候が冷気と濃霧に特徴づけられるのと同様に、三陸海岸北部にもオホーック海高気圧

によって寒気が「ヤマセ」として時計回り方向で流入する。岩手県沿岸北部ではこのほかにも沿岸水

温が低い夏季前半に日中の海風によって気温が急速に低下する「晴れヤマセ」も存在し、発生のメカ

ニズムは異なるものの、この地方をたびたび襲ってきた冷害をもたらす複数の要因が存在している。

北緯40度 に近い田野畑 。普代付近では冬季は最深積雪深が100cmを 越える。この地域の降雪は、冬季

季節風ではなく、オホーツク海の高気圧が低気圧をブロックして湿潤な東風を送り込むことによって

生じており、ヤマセの変種とも考えられる。また、『平成14年度版 岩手県統計年鑑』によれば、平成

13年 7～ 10月 における小本 (岩泉町)の月平均気温は17.7℃ 、月平均日照時間は119.8時間、月平均降

水量は19111mで あった。平成10～ 12年度の平均値はそれぞれ18,9℃ 、132.8時 間、2301Mlである。

2 周辺の遺跡

田野畑村内ではこれまで約100カ 所に及ぶ遺跡が確認されていた。しかし、昭和38年 の分布調査以来、

本格的かつ総合的な調査はほとんどおこなわれてこなかったことから、田野畑村教育委員会では平成

12年度から4カ 年計画で村内の埋蔵文化財一般調査をすすめることとなった。平成12年度終了時点で

131カ 所の遺跡が確認されている。村内全域でみると遺跡の多くは南西部の高位段丘面上で確認されて

おり、逆に北部や西部は希薄である。このような状況は本来的な遺構の分布というより、これまでの

分布調査の有無や土地利用の結果による部分が大きいと考えられる。

遺跡のなかでは縄文時代の遺跡が最も多 く、時期が特定できるものでは早期 9カ 所、前期 19カ 所、

中期23カ 所、後期38カ 所、晩期33カ 所と後・晩期に増加傾向を示し、地域も海岸段丘上からさまざま

な地形へ分布が拡大する傾向がみられる。主な遺跡を概観すると、村の南西部の浜岩泉地区に遮光器

土偶のほぼ完形品が出上した浜岩泉Ⅱ遺跡 (田野畑村1985)、 岩手県埋蔵文化財センターが1996年に調

査し、縄文時代中期の集落であったことが確認された浜岩泉Ⅱ遺跡などがある。また、その隣接地の

島越地区には館石野 I遺跡がある。早稲田大学文学部考古学研究室によって1987年から1993年 にかけ

て8次にわたる調査が行われ、縄文時代中期～後期にかけての遺跡であり、列石を伴う大規模な遺構

が確認されている。なお、館石野 I遺跡は岩手県指定史跡となっており、現在も田野畑村教育委員会

が継続調査を行っているが、平成16年度の調査では遺跡の範囲確認調査を実施しており、遺跡の範囲

が東側、すなわち海側への延びることが確認された。田野畑地区では平成16年 4月 ～7月 まで田野畑

村役場の北側に隣接する平波沢遺跡の発掘調査が行われ、縄文後・晩期の竪穴住居跡が多数確認され

た。また、下層からは縄文前期の土器が発見されている。田野畑村の北西に位置する沼袋地区周辺で

は本格的な調査は沼袋遺跡から西に約 2 km離れた子木地の台遺跡 (大澤1994)な ど少なく、沼袋遺跡

の発掘調査は村内北西部の様相を知る手がかりとして期待された。
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
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2 周辺の遺跡

第 1表 周辺の遺跡 (1)
地図番号 遺跡コード 遺 跡 名 種  別 時  代 遺  構 遺  物

1 KG03-1346 久春内 I 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (前  中 後・晩期 )、 弥生土器、石斧、石匙、石鏃

2 KG03 1346 久春内 Ⅱ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (前期)、 弥生土器、土師器

3 KG03-1346 久春内Ⅲ 集落跡 縄文 弥生 縄文土器 (中期以降)、 弥生土器

4 K6032217 山王沢 散布地 率亀文 縄文土器

5 KC10-2322 田代 タテ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (前  中 後・晩期)、 縄文石器 (早期)、 三角型磨石

KCll-0125 荻牛 Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 (後 晩期)

7 KGll-1091 千 足 散布地 縄文 。近世 縄文土器 (前 後期)、 石斧、擦切磨製石斧

KGll-1089 田代大平 散布地 縄 文 縄文土器 (後 晩期 )

KGll-1317 巣 合 散布地 縄文  弥生 縄文土器 (中 後・晩期)、 弥生土器、石皿

KG12-0051 巣合エ ゾ館 城館跡 中世 主郭、三段腰部、二重空堀

11 KG13 0050 池名 I 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (前 。中・晩期)、 弥生土器

12 KG13 1229 池名 Ⅱ 散布地 弥生 弥生土器

13 KC13 1229 机 I 集落跡 縄文 縄文土器 (早 前・中 後 晩期)、 石斧、石匙、人面付き石製品

KC13-1229 机 Ⅱ 散布地 弥生 縄文土器、弥生土器 (中期以降)

15 KG13-1229 机 Ⅱ 散布地 縄文 古代 縄文土器 (中 ～後期 )、 土師器

KG13 2313 明戸 散布地 縄 文 縄文土器 (後 晩期)

17 KG20■ 389 子木地の台 集落地 縄文 古代 縄文土器 (後 晩期)、 竪穴住居 (古代)、 金交具

KC20 2329 蝦夷森シャシ 散布地 城館跡 縄文 中世 堀切2条 、縄文土器

KG2 ‐0124 坂 の下 集落地 縄文  弥生 縄文土器 中・後 晩期)、 弥生土器

KG2 1022 甲地大森 散布地 縄文 縄文土器 後・晩期)

KG3 1229 尾肝要 散布地 縄文 縄文土器 後・晩期)

KG2 -0126 川 平 散布地 縄 文 縄文土器 後 晩期 )

KG22 0238 田野畑 シャシ 城館跡 中世 狐面石

KC22-0238 田野畑 I 散布地 縄文 縄文土器 (中 後 晩期)

KC22-0238 田野畑 Ⅱ 散布地 弥 生 弥生土器

KG22‐ 0349 羅賀 I 散布地 縄 文 縄文土器 (早 前 中・後期)、 後期耳飾

KG22‐ 0349 羅賀Ⅱ 散布地 弥生 弥生土器

KG22 0349 羅賀Ⅲ 散布地 古代 土師器

KG22 0349 羅賀Ⅳ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (後期 )、 弥生土器、須恵器

KC22 板 橋 散布地 縄文 縄文土器 (中 ・後・晩期)、 弥生土器、石斧

KG22 平波沢 I 散布地 率亀文 縄文土器 (前  中・後 晩期)

KG22‐ 243 平波沢Ⅱ 散布地 弥 生 弥生土器

KG22 243 菅窪窯跡 窯跡 縄 文 縄文土器 (後期)、 炭層、焼土

KG22 243 菅窪 I 集落跡 縄文 縄文土器 (晩期)、 石匙、石斧、石鏃

KG22- 243 昔窪Ⅱ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 中期以降)

KG22- 243 菅窪 Ⅲ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 後期 )、 弥生土器、土師器

KC2箆 243 菅窪Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器 後 晩期)、 須恵器

KC23-1047 和野 I 集落地 縄文 縄文土器 早 前 中 後 晩期)

KG23-1092 西和野 I 散布地 縄 文 縄文土器 早 前・ 中 後 晩期 )、 石斧、石匙、石鏃

KG23■ 092 西和野 Ⅱ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 中期以降)、 弥生土器

KG23-1129 和野 Ⅱ 集落地 弥生 古代 弥生土器、土師器

KG30-0188 三沢蝦夷館 城館跡 中世

KG30-0199 三沢 散布地 縄文 近世 縄文土器 中 。後・晩期)、 近世磁器、寛永通宝

44 KC31 0121 千丈熊っ平 散布地 縄文 縄文土器 後 B9t期 )、 石斧

KG31-1391 鉄 山 散布地 縄文 縄文土器 後 晩期)

KG31-2353 寺地 散布地 縄 文 縄文土器 中 後・晩期 )

KG31 2395 大谷地 Ⅱ 散布地 縄文 ? 縄文土器

KC31 2399 大谷地 散布地 弥生 弥生土器

KG32-1144 七滝� 散布地 縄 文 縄文土器 (中 後・晩期 )、 石捧

KG33-0099 島越 � 散布地 縄 文 縄文土器

KG33-1021 浜岩泉Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器

KG33 1030 浜岩泉Ⅵ 散布地 縄文 /1E文 土器

KG33 1033 島越� 散布地 縄文 縄文土器

KG33 1038 島越 � 散布地 縄文 縄文土器

KC33 1055 島越X 散布地 縄文 縄文土器

KC33■ 077 島越Ⅷ 散布地 縄 文 縄文土器

KG33‐ 1089 島越 Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器

KG33-1095 島越Ⅸ 散布地 縄文 縄文土器

KG33 館石野 I 集落地 縄文 縄文土器 (前・中・後 晩期)、 列石遺構、竪穴住居、石斧、石匙

KC33‐ 57 館石野Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

KC33‐ 77 館石野 V 散布地 縄文 縄文土器

KG33 187 館石野Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器

KG33 島越V 集落跡 縄文 縄文土器

64 KG33 館石野 ] 散布地 縄文 石器

KG33 1263 クゾノ崎 散布地 縄文 縄文土器

KG33‐ 1273 切牛Ⅵ 散布地
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第 1表 周辺の遺跡 (2)
地図番号 遺跡 コー ド 遺 跡 名 種  別 時  代 遺  構・遺 物

KC33‐ 1376 切牛 V 散希地

KC33-1392 切牛Ⅳ 散布地

KG33■ 395 切牛Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

KG33‐ 211C13 浜岩泉 V 散布地 縄 文 縄文土器

KG33-2018 島越Ⅲ 集落地 縄文 縄文土器、石器

KC33-2044 浜岩泉Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

KG33-2047 島越 Ⅱ 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (中 後 晩)、 弥生土器、石鏃

KG33-2049 島越 I 散布地 縄 文 縄文土器

KG33‐ 2069 大芦 I 集落地 縄文 縄文土器 (前  中期)、 竪穴住居、竪穴状遺構、石鏃、石槍

KG33‐ 2078 大芦Ⅱ 散布地

KG33‐ 2096 浜岩泉 Ⅲ 集落跡 縄 文 縄文土器

KG33‐ 2102 島越Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器

KG33-2110 島越Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

KG33-2141 大芦 Ⅲ 集落跡 縄文 縄文土器

KG33 2223 大声V 散布地 縄 文 縄文土器

KC33‐ 2226 大芦Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器

KG33‐ 2225 大芦Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器、石斧

KG33‐ 2241 大芦 Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器

KG33‐ 2248 真木沢Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器、石器

KC33 2303 切牛 B 集落跡 縄文・古代 縄文土器 (早 前 後・晩期)、 住居跡 (後期)、 石斧、土師器

KC33 2320 切牛 I 散布地

KG33‐ 2332 真木沢 】 散布地 縄文 弥生 古代 縄文土器 (早 前 中 後 晩期)、 弥生土器 (後期)、 土師器

89 KG42■ 006 目名館 城館跡 中世 平場、空掘

90 KG42‐ 1291 猿 山 散布地 古代 土師器

KG42■ 319 大声館 散布地・城館跡 縄文・弥生 ,中世 縄文土器 (早 前 中期)、 弥生土器、腰郭、帯郭

KG42 2179 年呂部 散布地

KCJ43-0016 浜岩泉 ] 集落地 縄文 縄文土器 (後  Rjt期 )、 送光器土偶

KG43‐ 0036 浜岩泉 I 散布地 縄文 縄文土器 (中期)、 竪穴住居、住居状遺構、土抗、アスフアルト塊

KG43‐ 0039 真木沢Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

KG43‐ t1057 南大芦 I 散布地 縄文 縄文土器

97 KG43‐ 0066 南大声Ⅱ 散布地

KG43‐ 45 真木沢 V 集落跡 縄 文 縄文土器

99 KG43■ よ47 真木沢Ⅳ 散万地 縄文 弥生 縄文土器 (早 前・後 晩期)、 弥生土器、土師器、石斧、石匙

KG43■ 270 真木沢Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器 (中期)、 石箆

KC33 大芦野場 散布地 縄 文 縄文土器、ビエスエスキェ

102 KG22■ 355 和野 ソマナイ 集落跡 縄文 縄文土器

103 KG22■ 262 和野新墾神社 集落跡 縄文 縄文土器 (中 ・後期)、 石器

104 KG33-2191 大芦赤空洞 土坑群 縄文・弥生 縄文土器 (晩期)、 弥生土器、配石を伴う土坑群、竪穴状遺構

105 KG43‐∞85 南大芦 Ⅲ 集落跡 縄 文 縄文土器 (早期)、 竪穴住居、土抗

106 南大声Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器 (中 ～後期)

107 KG30‐ 0257 下三沢 散布地 縄文 縄文土器

KG20-2394 細沢 日向橋北 散布地 縄文 縄文土器 (前・後～晩期)、 石器

109 KG20-2387 細沢日向 散布地 縄 文 縄文土器 (前・後期 )

0 KC21-2020 細沢向 散布地 縄文 縄文土器

l KG20‐ 2316 細 沢 散布地 縄文 縄文土器

2 KG2■ 1081 子木屋敷南 散布地 縄文 縄文土器

KG21 1036 子木屋敷 散布地 近世 磁器、陶器、鉄津

KG21‐ 1033 pFx夷 森 散布地 産業遺跡 縄文・近世 縄文土器、磁器、陶器、鉄滓

KG21-lC42 蝦夷森 甲地 散布地 集落跡 縄文 `古代 縄文土器、石器、土師器、陶器

KG21-∞ 99 子木地 散布地 縄文 縄文土器、磨石、剥片石器

KGl1 0297 オヤ ッキ沢 散万地 縄文 打製石斧

KG10‐ 1378 田沢 イクアエ沢 散布地 縄文 。近世 縄文土器、打製石斧、剥片石器、鉄津

120 KG31‐ 016こ 千文 散布地 縄文 縄文土器

KG03-2265 ヨヒ山 散布地 縄文 縄文土器

122 KC03-2063 浜岩泉 フケ ノ沢 散布地 縄 文 縄文土器、石器

KC03-1321 北山オ ッツケ I 散布地 縄文・弥生 縄文土器 (前 期 )、 弥生土器 ?

124 KC03■ 340 北山オッツケ I 散布地 縄文 縄文土器 (前期)、 剥片石器

KG03‐ 2387 封ヒ山 Ⅱ 散布地 縄 文 縄文土器 (後 ～晩期)、 石錐、剥片石器

KG13‐ 0316 北山Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 (中期以降 )

KG13-0336 北 山Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器、剥片石器、磨石

K622-0325 田野畑新 園 】 散布地 縄 文 縄文土器 (後期 ?)

129 KC22-0344 田野畑新 田 Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

KC02 2392 池名 Ⅲ 集落跡 縄文 縄文土器

KG012‐ 0315 池名 Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器、剥片石器

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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1 発掘調査

Ⅲ 調 査 の 方 法

発 掘 調 査

(1)グ リッ ドの設定

発掘区全体を4mグ リッドによって区分し́ (第 4図 )、 グリッドの区分および方位は平面直角国家座

標世界測地系による座標を採用した。沼袋遺跡のグリッド設定は調査区に近在した三等点から座標値

を割り出し、光波測量機器によって調査員がグリッド計算、および基準点の設置を行った。水準点に

ついては平成15年度に宮古地方振興局岩泉土木事務所が14n吉 田測量設計に委託した「一般県道田野畑

岩泉線沼袋地区道路修正設計業務」の測量成果によるベンチマークの標高値から算出した。調査中に

主な基準とした座標値を以下 2カ 所提示する。

点名     グリッド      座標X     座標Y    標高 (m)

①   V Claグ リッド   ー6000.000   85360.000   233.400

②   Ⅲ Elaグ リッド   ー5920.000   85440.000   230.200

なお、発掘調査区については西から便宜的にA区、B区、C区に3区分した (第 4図 )。

(2)調 査 経 過

調査は道路整備事業に伴うものであり、今回の調査区は幅約23mで東西に細長い。平成16年 5月 19日

に調査機材を搬入し、下草の除去および切り株周辺の清掃を行った。試掘 トレンチは23カ 所設定した。

各試掘 トレンチは地層を確認の上、写真撮影を行った。

調査区西端に位置するA区は舗装道路により850ギ破壊されており、普代川付近では洪水や堤防の敷

設工事により削平されていた。堆積の良好な道路両脇に試掘 トレンチを7カ 所、普代川沿いに3カ 所

設定したが、遺構 。遺物は発見できず、地層の確認作業のみで調査を終了した。

表土の除去作業は土捨て場とB区中央に位置する電柱および電線の撤去作業を考慮し、調査区北端

のC区からはじめた。C区は普代川へ向かって標高が下がる区域で北端は3mに及ぶ盛上によって整

地されていた。県生涯学習文化課の試掘調査では遺構 。遺物が出土せず、土捨て場予定区としていた

が、調査区中央から縄文後期前葉の上器片と石器が出土したことからC区全面の調査に変更した。調

査区断面図は南北に2カ 所ロングセクションを設定し、洪水堆積層の様相や小支谷の形成を確認する

ことができた。C区では146点の遺物を回収し、なかでも1号埋設土器はほぼ完形の状態で出土した。

B区については電柱撤去の日程にあわせて7月 から表土掘削を開始した。B区では西側に紡績工場

を建設した際の1.5～ 2mの盛上が厚 く堆積していたが、この建設当時の整地作業に伴って遺物包含層

もほとんどが削平されたと考えられる。現況でガラス片やコンクリート片、建築物基礎などが多量に

散乱していた。地形改変を受けた西側以外のB区現況は畑地であった。B区は掘立柱建物跡や捨て場

2ヵ 所を中心に多量の遺構・遺物が発見された。柱穴はそのほとんどがB区基本土層第Ⅳ層の十和田

中掠火山灰 (To―cu:縄文時代前期)層 を掘り込み、埋土には火山灰粒 。ブロックが流入するものが多

数見られた。B区 とC区の境界には水量豊富な沢が普代川に向かって北流していたため、ヒューム管

敷設によって土捨て場との通行路を確保し、沢の保護領域を設けて掘削を行わなかった。沢の保護領

域に隣接する調査区では、縄文時代遺物包含層が存在し、沢の保護区内へ続いている。
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第 4図 調査区グリッド設定図

①VClaグ リッド  X=-6CXICl.000

Y=85360,000

② ⅢElaグ リッド X=-5920.000

Y=85440,000

(世界測地系 )

Ⅲ 調 査 の 方 法

縮尺  (1:1500)
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1 発掘調査

■
WDla

‐ 1～ 4、 こ,つ号部立程岸物跡

■■■ |― 卵 柱建物跡

■ ■ 71tH餓勘 跡

■■■主挑

爾盟口裕て場

4WC14

+即
D14

O    ll:6009   211n

※等高線は基本主層I層下部で計瑚

第5図 B区選構配置
―
図 (1)
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Ⅲ 調 査 の 方 法

調査は沢に隣接するB区包含層の調査をもって終了し、重機による埋め戻 し後、平成16年 10月 5日

に撤収 した。
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第 6図  B区選構配置図 (2)
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発掘調査
室内整理

(3)遺構調査 と遺物 の取 り上 げ

遺構は検出後に平面形と他の遺構との関係を検討してから埋土掘削し、平面・断面・完掘状況の写

真撮影 。記録を行った。写真撮影には35111al判 モノクロネガフィルム・カラーリバーサルフイルム、

6× 7 cm判 モノクロ・カラーネガフイルムを使用した。

遺物は遺物包含層については4× 4mの グリッドごとに回収したが、調査区等高線作成作業と併行

して 1号捨て場については光波測量気と総シン技術コンサル遺跡管理システムにより各遺物のX・

Y・ Z座標値を採取した。

室 内 整 理

平成16年 11月 1日 より室内整理作業を開始 した。遺物は洗浄・注記・接合 。選別 。登録後に計測・拓

本採取を行った。縄文土器は後期前葉を主体 とすることから、遺存部に応 じて文様ごとに類別 した。

石器群については二次加工のある トゥールに限定 して実測図を掲載 している。遺物は土器・土製品・

石器・礫 。陶器・金属器 。近世墓碑など種別ごとに掲載番号を付 した。

整理作業は図版・写真図版の作成、図面 。写真フアイル、遺物など各資料を収納 し平成17年3月 31日

に終了した。回収 した遺物は小 コンテナ (30× 40× 10cm)10箱 、中コンテナ (30× 40× 20cm)7箱、

大コンテナ (30× 40× 30cm)4箱 に分けられる。なお、遺物は岩手県立埋蔵文化財センターに保管 し

ている。
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第 7図 B区遺構配置図 (3)



Ⅲ 調 査 の 方 法

A     c区 西ベル ト断面
L=230,600m レ 230.6CXlm

A子

L=230,800mL=230.800m
卜 230.600m

１

２

３

４ａ
４ｂ

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

C区ロングセクション
10YR2/1 黒色上層 しまり弱 粘性弱 (旧表土)

iCIYR5/4 にぶい黄褐色砂層 しまりなし 粘性なし 金婁母微量 (渋水砂層)

iOYR3/1～ 3/3 黒褐色土層～暗掲色土層 しまりなし 粘性なし (森林土壌層 )

10YR5カ4 にぶい責褐色砂層 しまりなし 粘性なし 金雲母微量 (洪水砂層 :】唇と同堆積か)

lCIYR4/1 褐灰砂層 しまりなし 粘性なし (決水砂層)

lCIYR3/3 暗掲色土層 しまり弱 粘性なし 黄掲色砂粒30%包含
ltlYR5/4 にぶい黄褐色砂層 しまりなし 粘性なし 金雲母徴量 (狭水砂層 :2 4層 と同堆積か)

10YR2/1 黒色粘性土層 しまり中 粘性中 炭化物微量 (遺物包含層 :第 1泥炭層 )

10YR5/1

10VR2/1

1CIYR5/2

lllYRl″1

10YR5/3

10YR2/1

10YR4/1

10YR5/2

褐灰砂層 しまりなし 粘性なし (洪水砂層)

黒色粘性土層 しまり中 粘性中 (第 2泥炭層 )

灰黄掲色砂層 しまりなし 粘性なし (洪水砂層 )

黒色粘性土層 しまり中 粘性強 水分多量 (第 3泥炭層)

にぶい黄褐色砂層 しまりなし 粘性なし 金雲母微量 細粒砂多量 (洪水砂層)

黒色土層 しまり弱 粘性なし 細粒砂30%包含 (上位からの泥炭の浸食により黒色化か)

掲灰色砂層 しまりなし 粘性なし (15層 と同じ由来の砂層。洪水砂層が上部を第 3泥炭で浸食されて黒色化 )

灰黄掲色砂層 しまりなし 粘性なし (洪水砂層 :下位に河末礫を包含する)

第 8図 C区遺構配置図、ロングセクション (1)
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2 室内整理

B   C区
中央ベルト断面図

L=229,Ollllm L=229,0011m

L=229.000m

L=229.800m

L=230.20Clm

L=229,000m

L=229.800m

L=230.2011m

L=230,41XJm

L=230.2CllJm

B:

L=230.40Clm
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第 9図  C区 ロングセクション (2)



Ⅲ 調 査 の 方 法

3 掲載図版・表解説

構(1)遺

縮尺は概ね1/60を 主体としているが、サイズに合わせて適時変更している。遺構番号は発掘調査時

の遺構番号から報告用の番号に振 り替えている。第 3・ 4表の遺構計測表を参照されたい。遺構図上

でスペースの関係上、柱穴番号を「P lo」 。「P35」 のように表記しているが、旧番号ではなく、すべ

て新番号である。登録や本文中の説明ではそれぞれ「第10号柱穴」。「第35号柱穴」と記載している。

物(2)遺

金属器、近世墓碑の順に掲載し、下記のごとく遺物番号を石器、陶器、遺物図版は土器、土製品、

付した。

土 製 品  No401～ 423上  器  No l～ 326

陶  器  No601～ 609石  器  No501～ 571

近世墓碑  No801～ 806金 属 器   No701～725

また、出土 した遺構名や層位を適時付 している。

、土器については遺構ごと→残存部位ごと→文様ごとに並べた。他の遺物は資料数が土掲載順序は、

器種別に掲載 した。器に比べて少ないことから、

a)土器の分類

土器は器形から深鉢・鉢・浅鉢・壼に分類 されるが、大半が破片資料であるため器形が不粥確なも

のがある。また、文様モチーフが判別困難なことが多いため、施文のバラエテイーによって類別 した。

なお、器高 5 cm未満をミニチュア土器 と捉え、土製品として報告 している。

土器の分類は以下の通 りである。

2類 :隆帯文l類 :沈線文Ia群 後期前葉の上器

4類 :縄文3類 :撚糸文

6類 :沈線+縄文5類 :沈線+撚糸

8類 :沈線文十隆帯文+縄文7類 :撚糸+隆帯文

9類 :撚糸+縄文    lo類 :沈線文十隆帯文+撚糸文

不明11類 :無文 (無文部含む)12頬 :そ の他・

Ib群 後期中葉の上器

l類 :木葉痕Ic群 後期土器の底部

2類 :網代痕

Ⅱ 群 晩期の土器

Ⅲ 群 弥生時代の上器

b)石器の分類

                        平面形態により9分類 (第 10が4.5cm未満の尖頭状石器。石  鏃  完形長 (破損品は推定完形長 )

、遺存形態により21分類 (第■図)した。図)

-15-



3 掲載図版・表解説

石  錐  器体端部に錐部を有するもの。形態により4分類した。

1類 :摘み部と長い錐部で構成。

2類 :剥片の一端を加工して錐部を作り出したもの。錐部は短い。

3類 :棒状で明確な摘み部のないもの。

4類 :技術的な観点から錐と判断できるが欠損により形状が不明なもの。

石  匙  摘み部を持つスクレイパー。 3分類している。

1類 :摘み部と器体長軸が平行。 (横型)

2類 :摘み部と器体長軸が直行。 (縦型)

3類 :摘み部と器体長軸が斜行。 (斜行型)

掻  器  素材端部あるいは側縁部に連続的な調整によって刃部を作出したもののうち、直角に近

い刃部角を有するもの。大半は素材端部に刃部をもつ。

削  器  素材端部あるいは側縁部に連続的な調整によって刃部を作出したもののうち、鋭角な刃

部角を有するもの。

楔形石器  両極剥離痕のある石器のうち剥離面がネガ面で構成されているもの。石鏃製作に係わる

素材供給を行った石核と捉える。ポジ面を含むものはいわゆる両極剥片と捉え、楔形石器

の範疇には入れない。

磨製石斧  磨面を有する斧形石器。

磨 石 A  磨面十凹み痕+敲打痕を有する石器。

磨 石 B  磨面十敲打痕を有する石器。

磨 石 C  磨面+凹み痕を有する石器。

磨 石 D  磨面を有する石器。

凹 石 A  凹み痕+敲打痕を有する石器。

凹 石 B  凹み痕を有する石器。

敲  石  敲打痕を有する石器。

A
(有茎平基 )

B
(有茎凹基 )

C
(有茎尖基 )

D
(有茎円基 )

E
(無茎平基 )

Fa
(無茎凹基。快

入部が器体の1/3

以上まで達す

Fb
(無茎凹基。換

入部が器体の1/3

未満。)

Fc
(無茎凹基。快

入部がわずかに

内湾あるいは凹

G
(尖基 )

H
(円 基 )

X
(欠損により
形状不明)

-16-

第10図 石鏃平面類型
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第11口 石鱗灘存類型



4 基本土層

4基 本 土 層

基本土層はB区の柱穴が密集するVB区調査区壁で観察・記載した (第 12図 )。 層厚については、B

区西側での状況であり、 1号捨て場ではⅡ層が厚 く堆積する。

(1)B区 基 本 土 層

Ia層  10YR6/6～ 8/6 黄褐色～明黄褐色土層

(盛土)層厚10～ 30cm(C区では3m堆積)

233.500m

lb層  10YR3/2～ 2/2黒褐色シル ト層 (旧表土)根      ~
の発達が見 られる。 しまり弱 粘性弱 層厚

10～30cm(B区東側では80cm以上堆積 )

Ⅱ 層 10YR2/1～ 10YR3/2黒色～黒褐色シル ト層

(遺物包含層)し まり中 粘性中層厚 10～ 60cm    233.000m

Ⅲ 層 10YR3/2～ 10YR3/4黒褐色～暗褐色シル ト

層 (遺物包含層)し まり強 粘性中層厚 10～

30cm

Ⅳ 層 10YR7/6明 黄褐色火山灰層  (十和田中撤

火山灰層)し まり強 粘性なし 層厚 15～ 40cm

V 層 10YR2/1～ 10YR3/2黒 色～黒褐色シル ト層

しまり中 粘性中 層厚 15～ 40cm

Ⅵ 層 10YR8/2灰 白色シル ト層  (基盤白色凝灰

岩層)し まり強 粘性なし 層厚不明

積 i

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

縮尺 (1:20)

第12図 基本土層
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

調査遺構は、掘立柱建物跡 9棟、土坑10基、溝跡 1条、柱穴状土坑 143イ固、土器埋設遺構 1基、焼土

遺構 1基、捨て場 2カ 所である。所属時期は縄文時代後期と近世以降に大別される。

縄文時代については、掘立柱建物跡、土坑および捨て場を確認 したが、竪穴住居跡は検出されてい

ない。 8・ 9号掘立柱建物跡は微高地上に位置 し、 1・ 2号捨て場 と近接 している。縄文時代の遺構

からは、後期前葉の縄文土器・石器が出上 している。普代川対岸には、今回の調査区とほぼ同標高の

河岸段丘面に坂の下遺跡が存在 し、後期後葉の資料が多量に表採されている。

近世以降については、民家と考えられる掘立柱建物跡から陶器・金属器・寛永通宝が出土 し、その周

辺で近世墓碑集中部と墓壊 (5号土坑)を検出した。遺跡周辺は鉄山で栄えた旧沼袋村の居住領域であ

り、これまで本格的な発掘調査が少なかった沼袋地区の歴史的環境を知る上で貴重な資料 となろう。

遺物は大コンテナ (30× 40× 30cm)で 18箱分出土した。このうち縄文土器14箱、石器 3箱、その他

に陶器・腕輪形土製品・鐸形土製品 。円盤形土製品・ミニチュア土器・土偶・人骨・古銭・煙管など

で1箱分である。縄文土器は後期前葉の資料が主体を占める。また、2号捨て場では上部から弥生土器

が出上している。普代川との比高差の小さいC区北端は遺物分布密度が低くかったが、C区東側では縄

文時代後期前葉の埋設土器や晩期の土器片が出上している。

(1)掘 立 柱 建 物 跡

1号掘立桂建物跡

遺 構 (第 13図、写真図版 5)

[位置・検出状況]B区西端のV B3aグ リッド付近に位置する。盛上が厚 く堆積 し、Ⅱ～Ⅳ層は削平

されていたため、V層で検出を実施 した。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 した

ため遺構 と想定 し、セクションベル トを設定 して確認を行った。各柱穴を掘 り下げの結果、検出面か

ら深さ約50cmの ところで底面に達 した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]な し。

[規模・平面形式]掘立柱建物で、調査区内で確認された規模は桁行372cm以 上、梁行470cmの 長方形

プランを呈する。床面積は推定で17.48♂以上 (5.30坪以上)である。

[建物方位]N-26° ―E。

[埋土]黒褐色シル ト主体である。 7号柱穴では礫が柱痕跡底部に配置されている。

[柱 間寸法]6.1尺 (約 186cm)と 6.5尺 (約 196cm)を多用 している。

[柱穴]調査区内で本遺構に使用された柱穴は10個である。埋土には柱痕跡が確認できる3個ある。

[付属施設]不明。

[建物の性格]規模及び平面形式から民家の母屋と考えられる。

遺 物 出上していない。

時 期 遺構形態と埋土の特徴から近世～近代に所属すると考えられる。

要概

構逹退
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1号掘立柱建物跡
I illYR3/2 黒褐色ンルト層 しまり弱 粘性弱 灰褐～灰責褐色プロック包含
2 10YR2/a 黒褐色ンルト層 しまり強 粘性弱 灰褐粒径5～ 15mmを 5%包含
3 10YR3/1 黒褐色砂質シルト層 しまり弱 粘悔微弱 にぶい黄褐色砂粒lmmを30%包含
4 10H/2 黒褐色シルト層 しまりやや強 灰絢～灰黄褐色プロツク30%包含
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

2号掘立柱建物跡

遺 構 (第 14図、写真図版 6)

[位置 。検出状況]B区西端のV B2bグ リッド付近に位置する。1号掘立柱建物跡と同じくV層で検出

を行った。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺構 と想定 し、セクション

ベル トを設定 して確認を行った。各柱穴を掘 り下げた結果、検出面から深さ70～ 80cmの ところで底面

に達した。柱穴配置・平面形式などから建物跡 と判断して精査を進めた。

[重複関係]な し。

[規模・平面形式]掘立柱建物である。調査区内で確認された規模は桁行242cm以 上、梁行393cm以上

の長方形プランを呈する。床面積は推定で9,51ポ以上 (2.88坪以上)である。

[建物方位]N-7° ―E。

[埋土]砂層 とシル ト層の互層が主体で、互層には硬化面がなく、しまりも弱い。柱痕跡は黒褐色 シ

ル ト主体である。また多 くの場合、黄褐色粘土質土粒を微量～少量含む。

[柱間寸法]8尺、7.5尺、5.5尺 など一定でない。

[柱穴]調査区内で確認できた柱穴は4個である。いずれの柱穴にも柱痕跡が残存 しているため、建

物廃絶後 も柱は遺棄されたとみられる。埋土中の礫は柱 を支えるように配置されている。

[付属施設]不明。

遺 物 なし。

時 期 不明。

~十
隊B3b

393cm(13源ミ)

（呟
ｅ
ｇ
［ヽ

2号掘立柱建物跡
10YR273 黒褐色シル ト層 しまり中 粘性弱
ЮYR513 にぶい黄褐色砂層 しまり中 粘性なし 1層 te成上を25%包含
10Ⅵ闇/1 黒褐色砂質ンル ト層 しまり弱 粘性弱 にぶい黄褐色砂粒20%包含
10YR5/3 にぶい黄褐色シル ト層 しまり中 粘性徴弱 黒褐シル ト40%包含
10YR5/3 にぶい黄褐色朝目 しまりやや弱 粘性なし 2層 と類似

1   166clll(55尺 )  1     227clll(75尺 )    1

第14図  2号掘立柱建物跡
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2 遺構

3号掘立柱建物跡

遺 構 (第 15'16図 、写真図版 7・ 8)

[位置・検出状況]B区 のV B4eグ リッド付近に位置する。 I層 (表土層)直下で検出している。大

半はⅡ層で遺構確認 したが、場所によってはⅣ層 (TO_cu)が露出していた。遺構検出の結果、柱穴が

多数密集する地区であることが判明し、そのうち径60～ 110cmの やや大型の柱穴で構成される長方形プ
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

ランを確認したため遺構と想定し、セクションベルトを設定して確認を行った。各柱穴を掘 り下げた

結果、検出面から深さ15～40cmの ところで底面に達した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断

して精査を進めた。

[重複関係]本遺構を構成する20号・50号柱穴は、それぞれ 5号掘立柱建物跡を構成する22号・51号

柱穴と重複し、新しい。したがつて、本遺構は5号掘立柱建物跡廃絶後に構築されたと考えられる。

[規模・平面形式]掘 立柱建物である。規模は桁行71lcm以上、梁行697cmの 長方形プランを呈する。

床面積は調査区内で49.56ぜ (15.02坪 )で、本遺構範囲は調査区外へ広がる想定される。

[建物方位]N-12° ―E。

[埋土]単一層が多く、黒掲色土主体である。また多くの場合、黄掲色土粒や明黄褐色土粒 (To―cu)

を微量～少量含む。埋土は 5種類確認できたが、柱痕跡の見られる20。 50。 74号柱穴の埋土は黒色シ

ルトを主体とする。

[柱間寸法]8尺 (約242cm)を 主体としている。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は19個である。このうち、 5カ 所で重複や柱の取替え

が行われた可能性があり、埋上の状況も単一でない。

3号掘立柱建物跡
iOYR21i 黒色シル ト層 しまり弱 粘性やや強 黄褐粧径 3～ 5 EEを lo%包含 炭化物粒径 5～ 10mを 5%包含

10YR2/2 黒褐色 シル ト層 しまり中 粘性中 明黄褐粒径 5111を 20%包 含

10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性中 しまり中 明黄褐粒 (10YR6/8)径 5～ 10ma 20%(To‐ c」唇を掘 り込んだ時の流れ込み )

赤褐色 (2 5YR4/6)塊 径30～ 50m20%包 含 (焼土 ?)炭 化物粒径 5～ 10HI110%包 含

10YR2/2 黒褐色シル ト層 しまり中 粘性中 黄褐粒 10%包含 (2層 よりやや黒い)

itlYR278 黒褐色ンル ト層 しまり強 粘性強

A

洋
233.400m

D

庫ぞ33.4011m

第16図  3号掘立柱建物跡 (2)
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2 遺構

[付属施設]切 り合い関係から、隣接する4号掘立柱建物跡が付属施設と思われる。

[建物の性格]規模及び平面形式から母屋で、本遺構範囲は調査区外へ及ぶと考えられる。

遺 物 (第 54・ 55図、写真図版34)

[出土状況]20・ 21・ 44・ 50'62号柱穴埋土から出土 している。

[遺物]20号柱穴から609の 在地系陶器、21号柱穴から715。 716の 寛永通宝、44号柱穴から715の寛永

通宝、50号柱穴から702の火打ち金、64号柱穴から721の寛永通宝、62号柱穴から23の縄文土器と703の

環状鉄製品が出土 している。

時 期 19世紀初頭である。

4号掘立柱建物跡

遺 構 (第 17図、写真図版 7・ 8)

[位置・検出状況]調査区西側のVB5gグ リッド付近に位置する。 3号掘立柱建物跡と同じくI層

(表土層)直下で検出している。大半はⅡ層での検出だが、場所によってはⅣ層が露出していた。遺構

検出の結果、柱穴が密集する地区であることが判明し、そのうち径60～ 70cmの 柱穴で構成される長方

形プランを確認 したため遺構 と想定 し、セクションベル トを設定 して確認を行った。当初は 3号掘立

柱建物跡を構成する柱穴の可能性 も検討 したが、柱穴規模がやや異なることから、別施設 と捉えた。

柱穴を掘 り下げの結果、検出面から深さ13～ 30cmの ところで底面に達 した。柱穴配置・平面形式など

から建物跡ないしは柵列として精査を進めた。

[重複関係]な し。

[規模・平面形式]規模不明。確認できた柱列は456cmで ある。柵列 と掘立柱建物の 2者の可能性があ

る。柵列とすれば、軸線上に同規模の柱穴がさらに発見される可能性が高いが、確認できなかった。

掘立柱建物跡とすれば、調査区外へ遺構範囲が及ぶものと想定される。ここでは便宜的に掘立柱建物

跡として報告する。

[建物方位]不明。

456cm(15ナ 竜)

1  152cm(5尺
)

1  152cln(5尺 )  1~巧三扇顧五扁ア
~~¬

釈 哺
59崖

莉
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Ｐ

Ａ解

4号掘立柱建物跡
10YR2/1 黒色シル ト層 しまり弱 粘性中
10YR212 黒掲色ンル ト層 しまり中 粘性中 明黄褐粒径 5111を lo%包含 (3号堀立柱建物跡 2層対応 )

10YR273 黒褐色ンル ト層 しまり強 粘性強

0      (1:60)     2鉤
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蜘

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

[埋土]黒褐色シル ト主体である。現場所見では、埋± 2層 が 3号掘立柱建物跡第 2層 に対応する。

第79号柱穴の埋± 3層 は粘性が強 く、埋没過程で水分の浸透作用によって 2層 から分離 した可能性が

ある。

[柱 間寸法]5尺 (約 157cm)を使用 している。

ム曲85B
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第18図  5号掘立柱建物跡
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2 遺構

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は4個である。

[付属施設]隣接する3号掘立柱建物跡が主屋 と想定される。

[建物の性格]不明。

遺 物 なし。

時 期 埋上の特徴と遺構の配置関係から3号掘立柱建物跡と同時期の19世紀初頭と考えられる。

5号掘立柱建物跡           ´

遺 構 (第 18図、写真図版 9)

[位置・検出状況]B区西側のVB5fグ リッド付近に位置する。 3号掘立柱建物跡と同じくI層 (表

土層)直下で検出している。大半はⅡ層での検出だが、場所によってはⅣ層が露出していた。遺構検

出の結果、柱穴密集地区であると判明し、そのうち主に径60～ 80cm程度の柱穴で構成される長方形プ

ランを確認 したため遺構 と想定 し、セクションベル トを設定 して確認を行った。検出面から深さ15～

40cmの ところで底面に達 した。柱穴配置・平面形式などから建物跡 と判断した。当初は 3号掘立柱建

物跡を構成する可能性を考慮 したが、配置関係にやや難があり、独立 した建物として精査を進めた。

[重複関係]本遺構を構成する22号・51号柱穴は、それぞれ 3号掘立柱建物跡を構成する20号・50号

柱穴と重複 し、古い。したがって、本遺構は 3号掘立柱建物跡よりも古期に位置づけられる。

[規模・平面形式]掘立柱建物である。確認できた規模は桁行378cm以 上、梁行668cmの 長方形プラン

を呈する。床面積は25。25r(7.65坪 )以上で、本遺構範囲は調査区外へ広がると想定される。

[建物方位]N-18° ―E。

[埋土]黒褐色シル ト主体で柱痕跡は黒色シル トである。また多 くの場合、黄褐色粒を少量含む。

[柱間寸法]5寸単位の寸法を採用 し、 5尺～8.5尺 までを使用 している。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 8個である。

[付属施設]建物の配置関係から6号掘立柱建物跡が本遺構に付属する小屋 として想定される。

[建物の性格]全体の平面形式は不明であるが、規模から母屋と考えられる。

遺 物 (第 54図 、写真図版34)

[出土状況]51号柱穴埋土から出土 している。

[遺物]608の在地系陶器が出土 している。

時 期 柱穴の重複関係 と埋土内出土遺物の年代から18～ 19世紀代が想定される。

6号掘立桂建物跡

遺 構 (第 19図、写真図版 9)

[位置 。検出状況]B区 西側のV B4fグ リッド付近に位置する。 3号掘立柱建物跡 と同じく I層

(表土層)直下で検出している。大半はⅡ層での検出だが、場所によってはⅣ層が露出していた。遺構

検出の結果、多数の柱穴の密集する地区であることが判明し、そのうち主に径25～ 50程度で構成され

る長方形プランを確認 した。検出面から深さ15～ 35cmの ところで底面に達 した。当初は 3号掘立柱建

物跡に付属する柵列の可能性を考慮 したが、柱穴配置 。平面形式などから建物跡と判断した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形式]掘立柱建物である。調査区内で確認できた規模は、桁行971cm、 梁行454cmの 長方

形プランを呈すると考えられ、調査区外へ広がると想定される。床面積は44.1♂ (13.35坪 )以上である。

[建物方位]N-80° ―W。
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[埋土]黒褐色シルト主体である。また多くの場合、黄褐色土粒を微量～少量含む。

[柱間寸法]5寸単位で 5尺～9尺を使用している。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は9個である。
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6号掘立柱建物跡
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第19図  6号掘立柱建物跡

-27-



2 遺構

[付属施設]配置関係から、隣接する 5号掘立柱建物跡が付属施設として想定される。

[建物の性格]全体の平面形式は不明であるが、規模から小屋 と考えられる。

遺 物 なし。

時 期 配置関係から5号掘立柱建物跡と同時期の18～ 19世紀代が想定される。

7号掘立柱建物跡

遺 構 (第20図 、写真図版10)     ´

[位置 。検出状況]B区 西側のVB2iグ リッド付近に位置する。 I層 (表土層)直下で検出してい

る。Ⅱ層での検出を主体 とするが、本遺構は1号捨て場範囲内にあるため、1号捨て場調査のほぼ終了

した段階のⅣ層 (To― cu)上面で明確になった。遺構検出の結果、長方形プランに配列する柱穴を確認

したため遺構 と想定 し、セクションベル トを設定 して確認を行った。各柱穴を掘 り下げの結果、検出

面から深さ40～ 60cmの ところで底面に達 した。柱穴配置 。平面形式などから建物跡 と判断して精査を

進めた。

[重複関係]な し。

[規模・平面形式]掘立柱建物である。調査区内で確認できた規模は桁行985cm以 上、梁行726cmの 長

方形プランを呈すると考えられる。床面積は残存値で71.51♂ (21.67坪 )以上である。梁行が非常に長

いため 2列の柵列 としての可能性 もある。捨て場内に位置 し、中央部が低 く、窪地状になっているこ

とから中央部の柱穴が捨て場調査によって消滅 したかもしれない。

[建物方位]N-1° 一E。

[坦土]ほぼ単一層を呈 し、黒色～黒褐色シル ト主体である。Ⅳ層を掘 り込む柱穴はTo―cuブ ロックを

少量含む。

[柱間寸法]桁の柱間寸法は両列とも北から9尺 -8尺 -7.5尺 を使用 している。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 9個以上である。注痕跡の確認できた柱穴は少なく、

118・ 129号柱穴のみである。

[付属施設]な し。

[建物の性格]小屋である。

遺 物 (第 31・ 54図 、写真図版 18・ 34)

[出土状況]123号柱穴埋土上部と132号柱穴底面から遺物が出土 している。

[遺物]123号柱穴上部から縄文土器 (24)、 132号柱穴底面から永楽通宝 (720)が出上 している。

時 期 132号柱穴底面出土の永楽通宝を根拠として中世～近世が想定される。遺構の存続時期は不

明だが、遺構範囲内からは16世紀後半代の唐津産陶器が出土 していることから中世末期に構築された

可含B性 もある。

8号掘立柱建物跡

遺 構 (第21図 、写真図版11)

[位置・検出状況]B区 中央のⅣC7eグ リッド付近に位置する。 I層 (表土)を除去 した後、Ⅱ層の

層厚が薄 く、す ぐにⅣ層に達 したため、Ⅳ層で遺構検出を実施 した。遺構検出の結果、一部が調査区

外へ と廷びるほぼ正方形プランに配列する柱穴を確認 したため遺構 と想定 し、セクシヨンベル トを設

定 して調査を行った。各柱穴を掘 り下げた結果、検出面から深さ約100cmの ところで底面に達した。柱

穴配置 。平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

[重複関係]な し。

[規模・平面形式]掘立柱建物である。規模は調査区外に延びているため残存値であるが、ほぼ正方

形プランを呈すると考えられる。床面積は残存値で6.58♂ (1.99坪)以上である。柱穴掘 り方は径70～

80cm、 柱痕跡は径 15～ 25cmである。

[建物方位]N-27° 一E。

[埋土]柱痕跡が確認でき、柱材は遺棄されたと考えられる。埋土はにぶい黄褐色砂層を主体とする。

139号柱穴は台風によって遺構を覆っていたブルーシート、土のう、コンパネ材が移動して雨水が流入

し、堆積観察用のセクションが崩落したため、セクション図作成が出来なかった。
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第20図  7号掘立柱建物跡
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2 遺構

[柱間寸法]242cmと 272cmが使用されている。

[柱穴]本遺構に使用されたと考えられる柱穴は 3個以上である。139号柱穴は底面に礫が設置されて

いる。

[付属施設]な し。

[建物の性格]不明。1号捨て場に隣接する。

遺 物 (第 31'48図、写真図版18'31)

[出土状況]137号柱穴底面と138号柱穴中部から遺物が出上 している。柱穴には柱痕跡が残されてい

ることから、これらの遺物は遺構構築時の流入と考えられる。

[遺物]137号柱穴から縄文土器 (28。 29)と 石器 (524)、 138号桂穴から縄文土器 (27)が出土 して

いる。

時 期 縄文時代後期 と思われる。

8号掘立柱建物跡
10YR3/1 黒褐色土層 しまり弱～中 粘性微 砂粒少量 (柱痕)

10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微 砂80%包含 (柱痕)

10YR3/4 にぶい黄掲色シル ト層 しまり徴 粘性微
10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微 黄褐色シル ト10%包含
10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微 (上部は硬質)

10YR3/1 黒褐色土層 しまり弱～中 粘性微
10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微
10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微
10YR4/3 にぶい黄褐色砂層 しまり微 粘性微
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

9号掘立桂建物跡

遺 構 (第22図 、写真図版12)

[位置・検出状況]B区東側のⅣD6cグ リッド付近に位置する。 I層 (表土)を除去 した後、140。

143号柱穴のプランを確認 し、Ⅱ層除去後に141・ 142号柱穴を確認 した。遺構検出の結果、これら4個

の柱穴が長方形プランに配列することを確認 したため遺構 と想定 し、セクシヨンベル トを設定 して調

査を行つた。各柱穴を掘 り下げた結果、検出面から深さ約40～ 80cmの ところで底面に達 した。柱穴配

置 。平面形式などから建物跡と判断して精査を進めた。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形式]掘立柱建物である。床面積は6.92ぽ である。

[建物方位]N-20° 一W。

[埋土]3個で柱痕跡が確認でき、多量の礫を包含する。黒褐色土主体である。また143号柱穴埋土は

極暗赤褐色を呈 し、酸化鉄を包含する。柱穴掘 り方は径70～ 80cm、 柱痕跡は径 15～ 30cmである。

[柱 間寸法]303cmと 227cmを 使用 している。

[柱穴]本遺構に使用された柱穴は4個である。すべての柱穴底面には大型礫が敷き詰められている。

柱痕跡が確認できた柱穴は柱材が遺棄されたと考えられる。

[付属施設]な し。

[建物の性格]不明。 2号捨て場に隣接する。

遺 物 (第 31図、写真図版18)

[出土状況]142・ 143号柱穴埋土底面から出土 している。142号柱穴は柱痕跡が確認できたことから、

出土遺物は建物構築時に流入 したと考えられる。

[遺物]142号柱穴底面から縄文土器 (26)、 143号柱穴底面から縄文土器 (25)が 出土 している。

時 期 遺物の年代から縄文時代後期と思われる。
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9号堀立柱建物跡
10YR3/1 黒褐色土層 しまり弱 粘性弱 小礫 砂粒少量 (柱痕)

10YR2/1 黒色土層 しまり中 粘性弱 小礫微量

10YR2/1 黒色土層 しまり中 粘性弱
25YR2/2 極暗赤褐色土層 しまり中 粘性微 砂粒20%伍含

第22図  9号掘立柱建物跡
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2 遺構

(2)土   坑

1号土坑 (第23図 、写真図版13)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のVBl,グ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去した後、Ⅱ

層 (黒褐色)上面で遺構検出を実施した。1号捨て場の調査途中で、やや砂粒の多い長方形に拡がる黒

褐色プランを確認した。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。

[形状・規模]平面形は104× 41cmの長方形である。底面標高232.76m。

[埋土]黒褐色シルトと砂で構成され、砂粒を多量に包含する。

[時期]検出面から縄文時代後期と思われる。

2号土坑 (第23図 、写真図版13)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のⅣB10jグ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去した後、Ⅱ

層 (黒褐色)上面で遺構検出を実施した。1号捨て場の調査途中で、やや砂粒の多い長方形に拡がる黒

褐色プランを確認した。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。 6号土坑と重複し、本遺構が新しい。

[形状・規模]平面形は122× 81cmの 楕円形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.95m。

[埋土]黒褐色シルトと砂で構成され、砂粒を多く包含する。

[出土遺物]縄文土器が 3点出土している。1号捨て場形成時に混入したと考えられる。

[時期]検出面と出土遺物から縄文時代後期と思われる。

3号土坑 (第23図 、写真図版13)

[位置 。検出状況]B区 1号捨て場内のⅣB10jグ リッドに位置する。 I層 (表土)を 除去した後、Ⅱ

層 (黒掲色)上面で遺構検出を実施した。1号捨て場の調査途中で、やや砂粒の多い楕円形に拡がる黒

褐色プランを確認した。 4号土坑と隣接する。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。

[形状・規模]平面形は142× 88cmの 楕円形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.92m。

[埋土]黒褐色シルトと砂で構成され、砂粒を多く包含する。埋土は1号土坑と類似する。

[出土遺物]縄文土器が 3点出上している。

[時期]検出面と出土遺物から縄文時代後期と思われる。

4号土坑 (第23図 、写真図版13)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のⅣB9jグ リッドに位置する。 I層 (表土)を 除去した後、Ⅱ

層 (黒掲色)上面で遺構検出を実施した。1号捨て場の調査途中で、やや砂粒の多い長方形に拡がる黒

褐色プランを確認した。 3号土坑と隣接する。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。

[形状・規模]平面形は92× 60cmの長方形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.98m。

[埋土]黒褐色シルトと砂で構成され、砂粒を多く包含する。埋土は1号土坑と類似する。

[出土遺物]縄文土器が 1点出土している。

[時期]検出面と出土遺物から縄文時代後期と思われる。
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2 遺構

5号土坑 (第24図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のⅣC9aグ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去 した後、Ⅱ

層 (黒褐色)上面で遣構検出を実施 した。 1号捨て場調査中に捨て場内堆積土よりも黒 く円形に拡が

る黒色シル トのプランを確認 した。

[重複関係]埋上の検討から1号捨て場の廃絶後に構築されたと考えられる。

[形状・規模]平面形は120× H7cmの 円形、断面形はバケツ形を呈する。底面標高232.10m。

[埋土]黒色シル トと砂で構成され、砂粒は少量である。

[出土遺物]埋上の上部から縄文土器・石器、下部・底面から近世人骨 1体・寛永通宝・煙管が出土

している。本遺構構築時に1号捨て場を掘 り込んでいることから、縄文時代遺物は1号捨て場内出土遺

物の混入と考えられる。寛永通宝は古寛永、文銭、新寛永で構成される。人骨は頭部の一部大腿骨の

遺存状態が良好であった。歯の磨耗度から老年期の男性 と推定される。詳細は第Ⅶ章第 4節 を参照さ

れたい。

[遺構の性格]近世墓墳である。

[時期]出土遺物から18世紀後半である。

6号土坑 (第23図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のⅣB10jグ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去 した後、Ⅱ

層 (黒掲色)上面で遺構検出を実施 した。1号捨て場の調査途中で、長方形に拡がる黒褐色プランを確

認 した。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。 2号土坑と重複 し、本遺構が古い。

[形状・規模]平面形は135× 95cmの 長方形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.60m。

[埋土]黒褐色シル トを主体 とする。本遺構はⅣ層 (To―cu)を掘 り込み、埋土にTo―cuブロツクを包

含する。

[出土遺物]磨石が出上 している。1号捨て場形成時に混入したと考えられる。

[時期]検出面と出土遺物から縄文時代後期 と思われる。

7号土坑 (第23図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のVBljグ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去 した後、Ⅱ

層 (黒掲色)上面で遺構検出を実施 した。1号捨て場の調査途中で、長方形に拡がる黒褐色プランを確

認した。

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。

[形状 。規模]平面形は152× 121cmの 長方形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.45m。

[埋土]黒褐色シル トを主体 とする。本遺構はⅣ層 (To―cu)を 掘 り込み、埋土にTo―cuブロックを包

含する。

[出土遺物]な し。

[時期]検出面から縄文時代後期の可能性がある。

3号土坑 (第25図 、写真図版14)

[位置・検出状況]B区 1号捨て場内のVB2iグリッドに位置する。I層 (表土)を 除去 した後、Ⅱ層 (黒

掲色)上面で遺構検出を実施 した。1号捨て場の調査途中で、長方形に拡がる黒褐色プランを確認した。
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

[重複関係]1号捨て場の形成過程で構築されたと考えられる。

[形状・規模]平面形は148× 76cmの長方形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.62m。

[埋土]黒褐色シル トを主体 とする。本遺構はⅣ層 (To―cu)を 掘 り込み、埋土にTo―cuブロックを包

含する。

[出土遺物]な し。

[時期]検出面から縄文時代後期の可能性がある。

モ
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2 遺構

9号土坑 (第25図 、写真図版15)

[位置 。検出状況]2号捨て場に隣接するⅣD2fグ リッドに位置する。 I層 (表土)を除去 した後、

Ⅱ層 (黒褐色)下部とⅢ層でそれぞれ遺構検出を実施 し、長方形に拡がる黒色プランを確認 した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は173× 68cmの 長方形である。断面形は皿形を呈する。底面標高232.24m。

[埋土]黒色シル トを主体 とする。埋土に砂粒を少量包含する。

[出土遺物]縄文土器が3点出上 している。 ´

[時期]検出面と遺物から縄文時代後期。

10号土坑 (第25図 、写真図版15)

[位置・検出状況]2号捨て場に隣接するⅢD10fグ リッドに位置する。 I層 (表土)を 除去 した後、

Ⅱ層 (黒褐色)下部で遺構検出を実施 し、円形に拡がる黒色プランを確認 した。

[重複関係]な し。

[形状・規模]平面形は133× 124cmの 円形である。断面は播鉢形を呈する。底面標高231.78m。

[埋土]黒色土を主体とする。埋上に砂粒・To― cu粒 を微量包含する。多量の遺物が 2・ 3層 を主体と

して出土 している。

[出土遺物](第 31・ 47～ 49図 、写真図版 18。 30・ 31)

縄文土器・石器がまとまって出土 している。縄文土器は13がほぼ完形にまで復元された。18は 2号

捨て場第 3層 出土土器 (263)と 同一個体の可能性がある。

[時期]検出面と遺物から縄文時代後期前葉。

(3)溝   跡

1号溝跡 (第26図 、写真図版 16)

[位置・検出状況]B区西側のVBlfグ リッドに位置する。B区西側は土地改変に伴う削平が著 しい。

厚 く堆積 していた盛土を除去 したところ、Ⅳ層が露出していた。Ⅳ層で検出し、緩いカーブを描 く溝

形に拡がる黒褐色プランを確認 した。

[重複関係]91号柱穴と重複 し、本遺構が古い。

[形状・規模]平面形は198× 23cmの溝形。断面形は浅い皿形を呈する。

[長軸方位]N-18° ―E。

[埋土]黒掲色土主体の単一層で構成される。

[遣構の性格]不明。ただし、B区柱穴密集区に位置 し、密集区域内出土遺物、遺構配置関係および

遺構埋上の特徴などから竪穴住居跡の壁溝ないしは柱間溝の可能性がある。

[時期]出土遺物が皆無のため不明だが、上記の理由から縄文時代の可能性がある。

(4)B区 柱 穴 群 (第 26・ 27図 、写真図版16)

B区西側には柱穴跡が密集 している。V B4fグ リッド付近には近世掘立柱建物跡が 4棟確認でき、

埋土の状況は類似 していることから、ほぼ近世の所産と考えられる。

一方、V B2gグ リッド付近の柱穴は近世掘立柱建物跡の埋土より全体的に黒色が強 く、しまりの良

い堆積上であった。1号捨て場の上位堆積上に類似することから、縄文時代の柱穴の可能性がある。1

号溝跡の延長線上には柱穴が並び、住居状遺構の可能性を試案として第26図 に示 した。
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Ⅳ 遺 構 遺 物
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2 遺構
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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2 遺構

(5)土 器 埋 設 遺 構

1号埋設土器 (第 30図、写真図版15)

[位置・検出状況]黒色土が厚 く堆積するC区 Ⅱ E10cグ リッドに位置する。 C区 7層 (第 1泥炭層 )

で出土 した。 C区は全面を埋没谷 と捉え、洪水層 と黒色層 (一部泥炭層)の互層を層ごとに掘削 して

お り、遺物包含層を確認 した。本遺構は 7層調査時に単独出上 した。土器は正位に配置され、明確な

掘 り込みは見 られなかったが、 7層 は水分を多 く含む粘性堆積物層であり、土器埋設後に 7層が水性

作用によって伸縮を繰 り返 し、本来の掘 り方のラインを消失させたものと考えられる。

[形状・規模]口径 18.2cm、 器高20.2cmの深鉢を埋設 している。

[埋土]2層 に分離され、 1層 は黒色土を主体 とし、 2層 は砂粒が多い。 2層 内にはわずかながら白

色粒子が見 られ、骨片の可能性を考慮 して土壌分析を実施 した。本遺構に骨蔵器としての用途がある

かを検証目的としたが、有意義な結果は得られなかった。第Ⅶ章第 2節の土壌分析を参照されたい。

[遺物]深鉢 (31)で磨消手法を多用 している。沈線によって巴状のモチーフを描出する。

[時期]検出面と遺物から縄文時代後期前葉である。

(6)焼 土 遺 構

1号焼土遺構 (第 30図 、写真図版 15)

[位置・検出状況]B区西側V B2jグ リッドの1号捨て場内に位置する。1号捨て場調査中に暗赤褐色

土粒を検出した。住居内地床炉の可能性を検討すべ く、柱穴・住居壁などの竪穴住居施設の検出を試

みたが、発見できなかった。捨て場内に投げ込まれた可能性もあるが、散在 していない。

[形状・規模]平面形は30× 24cmの不整形。断面形は浅い皿形を呈する。

[埋土]黒掲色土内に暗赤掲色土粒が含まれる。

[時期]検出面から縄文時代後期である。

(7)捨  て 場

1号捨て場

遺 構 (第28図 、写真図版 1)

[位置 。検出状況]B区西側のⅣB 9j・ ⅣBl釘 ・VB lj・ VB2jを 中心に遺物が表採できたため、

薄 く堆積 していた I層 (表土)か ら人力で掘削 し、Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。この範囲は浅

い埋没沢を覆うように地層の堆積がみられた。当初Ⅲ層 (黒色土層)と 区別できなかうたが、Ⅱ層よ

り上壌化が進行 し、マサ土の流入も見られた。遺物は 2層 の黒色土層を中心に出上 している。範囲内

からは 1～ 8号土坑と1号焼土遺構を検出したが、明確な居住痕跡である竪穴住居跡は発見できなかっ

た。本遺構については遺物の集合・飛散状態を検討するため、遺物点を可能な限り採取 したが、その

結果、完形品近 くまで復元される個体の土器片が放射状に散在する状況や埋没沢を覆うように分布す

ることを確認できた。したがって、遺物の投げ込み行為が遺構形成の1要 因として考えられたため、捨

て場として登録することとした。

[規模]約 255♂ を調査区内で検出し、調査区外へと南北に広がると想定される。層厚は50～ 60cmで 、

V層直上まで遺物が出土する。

遺 物 (第 32～ 39'45～ 53図 ・写真図版19～ 24。 30～ 33)

[出土状況]緩やかな斜面部に最 も遺物量が多い。投げ込み行為の大半は、本遺構東側の微高地上か
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2 10YR2/1 黒色ンルト層 しまり中 粘性中 砂礫 2%包含 遺物多量
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第28図  1号捨て場
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2 遺構

らと考えられる。

[遺物]本遺跡の出土遺物のうち、約 7割が1号捨て場出上である。

土器は、完形近 くまで復元できた個体が少なく、ほとんど破片資料である。深鉢主体で鉢・浅鉢少

量存在する。十腰内 1式あるいはそれと併行する時期の土器が主体を占める。沈線の施文に特徴があ

り、沈線を2な いし3本並行させるものが多い。沈線で描出するモチーフは渦巻き (69・ 125～ 127)、

円形、三角形、入組み、魚鱗状 (73)、 波状 (32)な ど多彩である。装飾として刺突が多用され (50。

57・ 88。 89・ 94・ 95等 )、 鎖状隆帯 (102)も 見られる。底部は木葉痕・網代痕の見られる土器が多い。

縄文・撚糸文の施文される土器は全体の 6割 を占め、縄文LRが主体的である。口縁部にLR圧痕による

区画 (148～ 150)を 施すものも一定量見 られると 139イよ後期中葉の土器で、外面は羽状縄文施文後に磨

かれている。

土製品は腕輪型土製品 (401～ 405)。 土偶 (406)・ 鐸形土製品 (407～ 412)・ ミニチュア (413)・ 円

盤形土製品 (417～ 419・ 421)が出土 している。腕輪形土製品は無文で厚手である。鐸形土製品は無文

(407・ 408)と 、沈線や刺突を施すものがあるが、409は刺突を入念に施 し、開口部が横位に位置する。

石器は、石鏃・錐・石匙・スクレイパー・楔形石器・剥片・砕片などの剥片石器と、磨製石斧・敲

石 。凹石・磨石の礫石器が出土 した。礫石器はいずれも片掌に乗る小型品であり、石皿のような大型

品は見られない。

時 期  遺物の年代から縄文時代後期前葉を主体とする。

2号捨て場

遺 構 (第29図 、写真図版 2)

[位置・検出状況]沢に近いB区東側のⅣD3h・ ⅣD4hを 中心に遺物が表採できたため、厚 く堆積

していた I層 (表土)を重機によって除去 し、Ⅱ層上面で遺構検出した。この範囲は沢に近いため、

湧水が数箇所でみられた。遺物は黒色土層を中心に出上 している。周辺には 9。 10号土坑があ り、10

号土坑からは本遺構の第 3層 出土土器 と同一個体の可能性がある土器片が出土 している。竪穴住居跡

の可能性を考慮 して調査を進めたが、硬化面・焼土・柱穴など居住に係わる痕跡を見つけられなかっ

た。本遺構の北側に水の流入によって土層が削 り取られた痕跡を確認 した。土器は破片資料で、磨耗

が激 しい。廃棄場の様相を呈 していると考え、 2号捨て場として登録 した。

[規模]約 95♂ を調査区内で検出した。南側方向に調査区外へ と広がると想定される。層厚は1.2～ 1.3

mで、Ⅳ層 (To―cu)を切るように堆積 している。

遺 物 (第 39～ 43・ 47～ 52図 、写真図版25～ 27'30。 31～ 33)

[出土状況]にぶい黄掲色砂礫層 (3層 )に最も遺物が多 く、大半は摩減 している。

[遺物]土器は、1層 から後北A式併行段階の弥生土器 (227～ 232)が出上 している。大半は 1層 下部

から3層で出土 した。器形は深鉢主体だが、赤彩された壼形土器 (198)も 見られる。完形近 くまで復

元された個体はなく、すべて破片資料である。十腰内 1式あるいはそれと併行する時期の上器が主体

を占める。縄文・撚糸文の施文される土器は全体の 6割を占め、縄文LRが主体的である。

土製品はミニチュア (414・ 416)・ 円盤形土製品 (420。 422)が出上 している。

石器は、石鏃・錐・石匙・スクレイパー・楔形石器・剥片・砕片の剥片石器と、磨製石斧・敲石・

凹石・磨石の礫石器で構成される。

時 期  遺物の年代から縄文時代後期前葉を主体 とする。
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崖 L=232 70Clm

Ⅳ 遺 構 遺 物

0   (1160)

2号捨て場
10YR2/1 黒色シル ト層 しまり中 粘性中 砂礫10%包含 遺物少量
10YRI″1 黒褐色シル ト層 しまり強 粘性強 砂礫 2%包含 遺物多量
10YR2/2 黒褐色粘土層 しまり強 粘性強 砂礫 I%包含 水酸化鉄微量 遺物少量 (上部の層から埋没後に分離 した堆積層か ?)
10YR2/2 黒褐色粘土層 しまり中 粘性中 砂礫 I%包含 水酸化鉄微量 (lcと はは同じだが粘性が弱い。2aに 浸食されている)

10YR2/2 黒褐色ンル ト層 しまり中 粘性中 砂粒 10%包含  (下部は下位の砂層から砂粒が供給されている)

10YR6/4 1こ ぶい黄橙砂層 しまり弱 粘性微 砂粒90%包含 粘土粒lo% (洪水砂層 )

10YR7/8 黄橙砂礫層 しまり弱 粘性微 砂粒9o%包含  (2aよ り赤い)

10YR5/4 1こ ぶい黄褐砂層 しまり弱 粘性弱 砂粒80%包含  (2層内で分離 沈殿 した細粒物質堆積層力→
1042/1 黒色シル ト層 しまり中 粘性強 砂礫 iO%包含  (2層からの砂粒流入がみられる。遺物 も2層 からの移動が考えられる)

illYR6/3 にぶい黄橙砂礫層 しまり弱 粘性微 砂粒20%包含 礫60%包 含
10YR3/4 暗褐土層 しまり中 粘性中 砂粒10%2含

第29図 2号捨て場
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2 遺構

1号埋設土器

ⅢE昨

_二生引

棒
30.00Clm

V
卜

引

1号焼土

~+7B2i

滓
30.300m

A

当 卜

Af

引

1号埋設土器
1 10YR1 7/1 黒色土層 しまり弱

粘性弱 炭化物少量
2 1oYR5/4 にぶい黄褐色土層 しまり弱

粘性弱 砂粒中量 白色粒微豊

0             (1 1 10)           50cal

近世代墓碑集中部

1号焼土
1 5YR3/6 暗赤掲色土層 しまり弱 粘性弱

0             (1 120) lm

篤

鵠 1∞

0         (1:40)        2m

８０６８０５
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

(8)近世墓碑 集 中部 (第 30図 、写真図版17)

調査前の現況確認時に、すでにVC10dグ リッド付近の木の根に絡まるように廃棄されていた。多

数の大型礫の中に6基の墓碑 (801～ 806)があり、年代は明和年間から文政年間までの18世紀後半～

19世紀前半で纏まる。これらは 3・ 5号掘立柱建物跡の存続年代に近く、関係性が高いと考えられる。

なお、本遺構出土墓碑は、発掘調査中に拓本を採取し、旧地権者の墓碑置き場に移築した。

3遺

(1)土

物

器 (第31～ 44図、写真図版 18～ 29)

縄文時代後期前葉を主体として、後期中葉・晩期後棄・弥生中期の上器が出土している。後期前葉

土器は大コンテナ14箱分あり、大半が捨て場遺構から出土した。完形近くまで復元できる資料 (13・

31・ 130等)は少なく、多くが破片資料である。地文を縄文とすることが多く、沈線・隆帯・刺突によ

る文様描出が多用されている。赤彩痕跡の残る資料は82・ 198。 199等 ごくわずかだが、器面が磨耗 し

ている資料も多く、本来の赤彩土器の比率は不明である。

また、網目状撚糸文のある土器が一定量存在する。器形は深鉢を主体とし、浅鉢・重も破片である

が、わずかに認められる。土器はB区を中心に出土している。C区は今回の調査区内では標高が低 く、

後期前葉と晩期の上器が出土している。310は後期前葉の土器で、C区試掘 トレンチから出上し、器面

は良く磨かれている。322は 晩期大洞A式の壷である。

(2)土 製 品 (第45～ 47図、写真図版29・ 30

1・ 2号捨て場を中心に出土している。腕輪形土製品・鐸形土製品・ミニチュア土器・円盤形土製

品・土偶が出土している。腕輪形土製品は、すべて無文で器厚が厚い。鐸形土製品は無文と沈線・刺

突を多用するものがある。409は沈線による渦巻文を描出し、側面には刺突を入念に施し、開口部が横

位に位置する。ミニチュア土器は完形品がない。413は鐸形土製品の破片の可能性がある。円盤形土製

品は7点出土した。器面の磨耗が顕著で、左右の溝は不鮮明なものが多い。土偶は406の 1点のみで脚

部と思われる。

(3)石   器 (第48～ 53図 、写真図版31～ 33)

大半が 1・ 2号捨て場から出土した。土器群との対比関係から縄文時代後期前葉が主体と考えられ

る。石製利器、製作残淳からなり、468点出土した。その大半は製作残淳の剥片・砕片・石核である。

石製利器の中では石鏃の比率が高い。石器の利用石材は周辺地域で採取可能なものが多いが、青森県

深浦産黒曜石と宮城県湯ノ倉産黒曜石がそれぞれ 1点ずつ出土しており、遠隔地石材もわずかながら

見られる (第Ⅶ章 5節参照)。

石器組成は石鏃47点 、石錐 2点、石匙 5点 、掻器12点 、削器17点 、楔形石器10点 、三稜石器 1点、

磨製石斧 7点、磨石 9点、凹石 1点、敲石 1点、剥片類351点、石核 5点である。剥片石器の石材は頁岩・

メノウ・黒曜石を、礫石器は閃緑岩・安山岩・砂岩を利用 している。また、遺跡内へ搬入された多量

の礫については大コンテナ28箱分出土したが、この中には石器の素材礫も含まれていると考えられる。
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3 遺物

(4)陶   器 (第 54図、写真図版3つ

B区西側の中・近世掘立柱建物跡の構築範囲とその周辺から出土している。16世紀後半の唐津焼

(601・ 604・ 607)は 7号掘立柱建物跡範囲内から出上した。他の陶器は 3号掘立柱建物跡範囲内から

出上し、製作年代は19世紀前半代である。

(5)鉄 製 品 (第 54図、写真図版3つ

鉄製品はわずかである。701の釘は表土直下で出土した。702は 3号掘立柱建物跡を構成する50号柱

穴から出上している。7021ま火打ち金で両端を欠損している。703は用途不明の環状鉄製品である。

(6)煙   管 (第 55図、写真図版3つ

704の 1点のみで、 5号土坑 (近世墓墳)か ら出上した。副葬品と考えられる。竹菅部がわずかに残

存し、吸口部は磨耗が著しく、断面が楕円形を呈している。

(7)銭   貨 (第 55図、写真図版34)

永楽通宝 (720)イよ7号掘立柱建物跡を構成する132号柱穴から出上している。その他の錢貨は寛永

通宝である。 5号土坑では10枚の寛永通宝が出上し、古寛永・文銭 。新寛永で構成される。また遺構

には伴わないが、鉄後 (722～726)も 少量出土した。

(8)墓   碑 (第 56。 57図、写真図版35)

発掘調査以前に原位置を保持しない状況で散在していた。後世の土地利用によって寄せられたもの

と考えられる。比較的大形のもの (801～ 803)イよ表面の風化が少なく、文字の判読が容易であるが、

小形もの (804～ 806)イよ判読できない文字もある。小形品のほうが時期の下る傾向にある。

第 2表 遺構計測表 (柱穴)

掲  載 旧沓サ グリッド 長 (cm) 幅 (cm) 瓜 回 快 局 (m, 構   成

001号祥 穴 VB4a ,弧ヱ狂 足 物 跡

002'テた主クく P002 VB3a 号掘立柱建物跡
003号柱穴 P003 VB3a 号掘立柱建物跡
004号柱 穴 VB3a 号 掘 立 柱 建 物 跡

005号柱穴 P005 VB3b 号 打 了 オギ僻 物 跡

0061ナ介主穴 P006 VB4a 号掘立柱建物跡
007手計4主ク< P007 VB4b 23205 号掘立柱建物跡
008,デ ん三クく P008 VB3b 23195 号 掘 立 I■ 建 物 跡

009立芋不主クく l VB4b 23240 号掘立柱建物跡
0 0号梓 穴 2 VB3b 23225 号掘立柱建物跡
0 1号柱穴 P0 3 VB2b 2号掘立柱建物跡
0 2号柱穴 P0 4 VB2b 2号掘立注建物 I

0 3号柱 穴 P0 5 VB2b 2号掘 立 オ
=建

物 跡

0 4■祥 穴 PCl 7 VB2b 2サ掘立柱建物跡
0 5号柱穴 P021 VB5d 23276 3号掘立柱建物跡
0 6号柱穴 P029 VB5f 232.18

0 7号柱 穴 P030 VB5c 23280 5号掘 立 柱 建 物 跡

0 8号柱 穴 P031 VB5f 23280
9号柱穴 P038 VB5f 23285

020手妻オ主クく P039 VB5c 23273 3号掘立柱建物跡
021号柱穴 P125 VB5c 23284 3号掘立柱建物跡
022号柱穴 P049 VB5質 5▼弧 1/狂延 ツ 跡

023サ柱穴 P127 VB5質 23400
024=計ん主クく P051 VB5宜 23276
025号柱穴 P131 VB5貿 232.85

026手}れ主クく P064 VB5宦 23290
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第 2表 遺構計測表 (桂穴)

掲  載 1日沓号 グ リッ ド 長  (cm) 幅 (cm) 底面標高 (m) 樗 成

0271許 た主クく P065 VB5f 23285 3号掘立柱建物跡

028号柱穴 P066 VB5f (39) 23280 3号掘 工 狂 足 物 研

029=す IIテく P077 VB5宮 23284

030サ柱穴 VB6営 (48) 23292

031号柱穴 VB5h 23282 5号掘立柱建物跡

032,テ 41クミ P088 VB5Я 232,83

033号柱穴 P099 VB5貿 23283

034号柱 穴 P101 VB5宮 23306

035サ/1穴 P100 VB6宦 232.83

036テ許た主クヽ Pl10 VB6ど 23290

037,テ /4Tクミ P097 VB6g 23285

038号柱穴 P096 VB6g 23285

039号柱穴 P128 VB6宜 23282

040サ柱穴 P106 VB6h 23400

041号柱穴 P022 VB4e 23272 3号掘立柱建物跡

042号ん主穴 P033 VB4c 23278 5号掘立柱建物跡

043号柱穴 P126 VR4g 232,75

044サ不主穴 P043 VB4e 232.87 3号掘立柱建物跡

045号柱穴 VB5α 23290 5号掘立柱建物跡

046テチれ主クく P041 VB5宣 23272

0471}オ主クく P052 VB5g 23285

048号4-E穴 P132 VB4宜 23294

049号柱穴 P053 VB4宣 23290

050号柱穴 P068 VB5f 23277 3号掘立柱建物跡

051号柱穴 P076 VB5真 5号掘立柱建物跡

0521ン九主クk VB5宮 23284

05労封 主穴 P084 VB5h 44 232,74 5号掘立柱建物跡

054サ柱穴 VB5h 23255

055号柱穴 P090 VB6宮 (391 23275 4号掘立柱建物跡

056→}れ主クヽ P121 VB4f 23291 6号掘立柱建物跡

057号柱穴 P045 VB4貿 23280

058サ柱穴 P122 VB4宮 (35, 23300

059号柱穴 P055 VB4ビ 23273 6号掘立柱建物跡

060テチた主クく P070 VB4宦 23280

061号柱穴 P080 VB4h 23270 6号掘立柱建物跡

062号柱穴 P023 VB4c 232.80 3号掘立柱建物跡

063号柱穴 VB4c (46) 232.78 3号掘立柱建物跡

064号柱穴 P035 VB4c 23275 3号掘立柱建物跡

0651チた主クく P044 VB4f 23280 3号弧 豆 任 足 物 研

066f}れ主ク( P058 VB4f 124 23254 3号掘立柱建物跡

067=幸オ主クく VB4f 、74, 23259 3号掘 立 柱 建 物 が

068手ブオ主クく P071 VB4h 23280

069=許九主クく P072 VB4h 23278

070'}ん主クく P082 VB4h 232.80

071号柱 穴 P081 VB4h 23280

072サ柱穴 P091 VB4g (52) 23273 4号掘立柱建物跡

073号狂 仄 P092 VB4g 23273 4号稲 了秤

『

物研

074す争イ主穴 P026 VB3c 23274 3号掘立柱建物跡

075号柱穴 P123 VB3c (44) 234,00 3号掘立柱建物跡

0761ナれIクミ VB3c 232,74 3号掘 立 柱 建 物 郷

077手テん主クく VB3f 23284 3号掘立柱建物跡

078号柱穴 P060 VB3f 232.64 3号掘立柱建物跡

079号柱穴 P093 VB4宮 23254 4号掘立柱建物跡

080号柱 穴 P028 VB3e 23282 6号掘立柱建物跡

081号柱穴 P037 VB3c 23280 6号掘立柱建物跡

082号柱穴 P048 VB3f 23289 6号掘立柱建物跡

0831デんとクミ P061 VB3f 23282 6号弧 ヱ 狂 建 物 跡

0841芋 ん王ケ〔 P075 VB3営 23274 6号掘立柱建物跡

085号柱穴 P095 VB3宮 22463 6号掘立柱建物跡

086号柱穴 P139 VB2f 23284

087号柱穴 P140 VB2f 23279

088手許オ主クく P141 VBlf 23279

0891ナ充
=ク

く P142 VBlf 23275

0901ナれIクく P143 VBlf 23283

091号狂 /~k P192 VBlf (28) 23278

0921}九主クく P144 VBlf 23270

093号柱穴 P147 VBlf 23235

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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第 2表 遺構計測表 (柱穴)

掲  載 旧番号 グリツ ド 長 (cm) 幅 (cm) 凰 回 標 局 (m) 構   成

094号ん主穴 P148 VBlf 23263
095号オ主穴 VBlf
096号柱穴 ⅣBlof 232.30
097=芋本

=ク

く VB2貿 23274
098号ん主穴 VB2宜 23252
099手許ん主クk VBl宣 232,70
100号種 穴 P VB10f 232_72
101号柱 穴 P VB2g 232,72
1021芋オ辛ラて P VB2宜 23268
103号柱穴 P VBl宜 232.64

104号柱穴 P VBl宦 232.62

105号柱火 P ⅣB10貿 23215
106号柱穴 P VB2h 23287
107号柱穴 P160 VBl富 232,80
108号柱穴 P161 VBlg
109号柱穴 P162 IVB 10g 23232
10号柱 穴 P163 VB3h 23286
1サ柱穴 P164 VB2h 232.55

2号柱穴 P165 VB h 23267
3号柱穴 P166 VB 23273
14号注欠 P VB 232,75

151芋不主クく P VB 23262
6サ柱穴 P VB2h 232.37
7号柱穴 P ⅣBloh 23214
8号柱穴 P VB3h 232.50 7号掘立柱建物跡
9号柱穴 P VB3h 23400

20テ|オキラく P VB2h 23238 7号掘立柱建物跡
1号柱穴 P VB2と 23238 7号掘 立 柱 屋 物 跡

22号柱穴 P VB 23235 7号掘 立 梓 僻 物 跡

23号種 穴 P VB h 23222 7号掘立柱建物跡
24号柱 欠 P VB 23275
25号柱穴 P VB 232.44
26号狂 仄 P VB2i 232.57

27号柱穴 P VB2i 23265
28号柱穴 P VBl 23261
29号村 欠 P180 VB2i 23225 7号掘立柱建物跡
30手芋オギτて P181 VRク i 23227 7号掘 立 柱 建 物 跡

1号柱穴 P182 VBli 23232 7号掘立柱建物跡
32号柱 穴 P183 ⅣB10i 232.27 7号掘立柱建物跡
3号柱 欠 P193 VC2a 23275

34サ柱穴 VC2a 23272
35号柱穴 VCla 23297
36号種 穴 VCla 23312
7号柱穴 ⅣC6d 231,92 8号掘立柱建物跡

38号柱穴 P ⅣC6c 23190 8号掘立柱建物跡
39号柱穴 P ⅣC6c 23167 8号掘立柱建物跡
40号柱穴 P ⅣD5b 23205 9号掘 立 本ギ僻 物 跡

1号柱 穴 P ⅣD6b 23200 9号掘立柱建物跡
42号rT穴 P190 ⅣD6c 232.26 9号掘立柱建物跡
43'手不千クて P191 ⅣD5b 23200 9号掘 立柱 建物跡

第 3表 遺構計測表 (上坑 )

掲  載 旧香号 グリット 長 (cln) 幅 (cm) 底面標高 (m) 構   成

1号土坑 SKI VBll 23276 号 捨 て 場 釘 囲 内

2号土坑 SK2 ⅣB10i 122 232.95 号捨 て場範囲内
3号土坑 SK3 Ⅳcloa 142 23292 号捨て場範囲内
4号土坑 SK4 ⅣB9i 23298 号 捨 て 場 節 囲 内

5号土坑 SK5 ⅣC8a 232.10 号捨 て場範囲内
6号十サ SK6 ⅣBloi 232.60 号捨て場範囲内
7号土坑 SK7 VBli 23245 号捨 て場範囲内
8号土坑 SK8 VB2i 232.62 号捨 て場範囲内
9号土 JA~ SK9 ⅣD2f 232.24

10号土坑 SK10 皿D10f 23178
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第40図  2号捨て場出土土器 (2)
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3 遺物

第 4表 土器観察表 (縄文～弥生 )

掲載 注記 遺構 層位 グリッド 残存部位 類型 器種 文 様 (地文 ) 線  描X
2号土 17L・ 1 Ⅳ B10 圧 部 Cl

2号土 In~・ 1 ⅣB10
底 罰

`

006 3号上 1 C10a 部 I a4 縄すLRタ テ
縄 文 LR斜 7

IC8a
5号土坑・1 C8 部 I a4 :LRタ テ

9号土抗・ 1 D2
1 Ll a4 縄支 LRタ テ

0号土坑 4 D10f 口 緑 ～ I a6 浜 鉢

0号土坑 1 D10 部

糸 L
019 0号土抗 1 D101

0号土坑 1 L110 a3 網目】犬撚糸

022 0号土坑 1 D101 ロ

025 43号柱穴 D5b 月何吾Б a4 縄 支 R
縄 更 LR斜

028 37号柱穴 C6d

C6d
E loc 縄文LRヨ コ

鞘 口縁 ～月Π音焉 深鉢 沈線
1373

035 貯 捨 て場  1 V B2h 回縁 沈 線

233221
口縁 ～胴部 士笠 沈線744 1■捨て場 2

740 I号捨 て場  2 V B2 -600647 85358997 233274 口縁 沈 線

口縁 ～月同部 I al 深鉢 沈線

1号捨 て場  2 ⅣB9 85359866
-599184 85359169 232919

1211 1号捨 て場  2 ⅣB9 -5992745 85359497 232817
85359108

656 1■捨て場 2

040

1号捨 て場  2 Ⅳ B9 -5994282 85358632 232885

日縁 ～胴都 深鉢 沈線
1号捨 て場  2 ⅣB9

1045 lV B 9 -5993888 85358457

1号捨 て場  2 ⅣB9 85a58488
-6002945 85360446 233147 口 縁

043
"す

捨て物 2 Ⅳ B9 口 ,オ線

045 1■捨て場・2

1237 1号捨 て場  2 -599252 8535892 23274 日

1369 1■捨て場 2
049 yЬ 101 -5997535 85355315 232924 口

口縁 ～胴
=b

深鉢 沈線

1■捨て場 。2 ⅣC9a
-5994182 85359955

928 1号捨 て場  2 ⅣB9 -5994493 85359437 232941
85359285 232918

1号捨 て場 ・ 1 B3 回 i

233086 口

428

口縁 ～月Π言ト 沈線470 号捨 て場 Ⅳ B10i -5998511 85358911 233112

054 938 1号捨 て場  2 ⅣB9
口縁 I a7 沈線・隆帯-5992061 85359213 232812

1号捨 て場  2 ⅣB10i
口縁

口縁 沈線
717 l号捨 て坊 ・2 VB2i -6006497 85355072

1号捨 て場 じ10五 〔al

678 1号捨 て場 VBli -6001839

胴部 I al 沈線1号捨 て場 じ -6004222 8535799 233065

064
1260 1号捨 て場 Ⅳ B8 -5,91618

胴部 I al 士璽 沈線
8535906 232766
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装   飾 手 法 胎   土 断面焼成 備 考

痕

磨消 (ナ デ ) 小礫 少 里
ト

な

里 中 2氾

磨 消 (ナ デ 砂 粒 黒色 層 中 1お

望
ヽ

な 1 て場からの玩人
小礫 少垣 里

４
里
ヽ

2/9

砂 粒 里
ヽ

中央 (2だ

砂 片 中莫 痕  外 面 胴 上部 にマ キ援 触 黒斑  器 高 44 2cm 容 量 225を

磨 消 (ナ デ ) 里
【

な

皇
【

クトE 赤彩 ミガキ 砂紅 少 遷 里
一

砂 粒 中 載No 18と

わク粒クト遷
コ ケ

な 半側 ス ス付

砂 粒 う 曙 中 2/3

砂粒 中進 と/3

砂粒少達 黒色 層 な

砂粒少

砂粒少磨 消

`ナ

デ ) 202帥  容 畳 29′

口唇上 に亥U目 磨消(ナ デ) 砂粒少量 黒色層中央傷り 沈線→ナデ

日

里
ト

側 (2/3)

刺突 ミガキ 砂粒中量 黒色層 中央 (2/3) 外面 棒状黒斑

ナ デ 砂 泣 中 黒 色 層 中 2た

刺突 貼付 砂粒 中量 黒色層 中央 (2/3) 外面胴部楕円形黒班

波状日縁 ミガキ 砂粒中量 黒色層中央 (2/3)

ナ デ 抄 粒 中 Z/こ

砂粒 少 Ц色層中 クト向
波 状 回縁

凍‖空 秒 粒 壕 な し

ミガキ

量色 層 中央 (2犯 面 磨 耗  揚 載 No49と 同 一

渡】夫国級 砂 粒 多 黒 色 層 中 2/3 外 山

刺突 波状口縁 ミガキ 砂粒少量 黒色層 中央 (2/3) 沈線→ミガキ

ミガキ 中央 (2た

ミガキ 砂粒少量 黒色層中央 (1/3) 掲載No56と 同一個体 ?

砂粒少量 黒色層中央 (1/3)

里伸 中 央 1/3)

円形 凍J突 黒色層 中

口唇亥U目 ミガキ 砂粒少量 黒色層中央 (2/3)

ナ デ 砂粒 少 中

砂粒中量 黒色層中央 (2/3)

砂粒多量 黒色層中央 (2/3)

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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3 遺物

第 4表 土器観察表 (縄文～弥生 )

掲載 注記 遺構・層位 グリッド
圧 探

残存部位 類型 器種 文  様 (地文) 線  糖

065 672 1号捨て 2 VBli -6003813 85353533 233061 I al

033
胴 部 I a7 沈線  隆帯詢

067 1号捨て I a7

9i 5リツ304
1067 号捨 て 2 Ⅳ B9 5992541 85357802 232802 al を線

072 1■捨て 2 ⅣB9 -5992678 85358617 232805 Ia
al

075 1317 1 て 2 VBl -6001529 85358729 233027 I al

077
078 洋ナ捨 て 2 ⅣC8a -5990861 1 85361752 232818 al

549 1号捨 て 2 ⅣC8 -5990931 85360119 232871 I ζ】犬
1

1 で売 2 ⅣB10 -5997109 8535993 233054 I al

胴部 I al 沈線
1 事て , 2 V B2 -60042961 85357879 233225

VCia -6002049
胴部 I al 沈線

1479 1 て カ 2 Ⅳ B10 85359026 232995

089 1424 て 2 ⅣB8 -5991644 85358856 23274a I a7

1号捨 て 23321 al

092 1 て 2 ⅣB10 -5999667 85359252 232922 I a7 帝

li捨て

1号捨 て

回綴～H同菩К 深 鉢 縄文RLタ テ・ヨコ 沈 線

1258

"す

捨て
"

2 ⅣB8 599 6581 85358871 232776
1,捨て

'1号捨 て
'

599 695 8535862
1425 1号捨 て寛 2 ⅣB8 599 7C17 85358641 232739

094 1号捨 て , 3 VBl 回 i I a6 沈 線

RLタ テ ヨコ

097 1312 1号捨 て , 2 1
-600 9741 85358377 232961 □ I a6 L?

099
100 1号捨 て VBl I a6 LRヨ コ

102

1269 て

'

2 ⅣB9 -5992189 85359295
口縁～胴部 I a6 深鉢 縄文LRヨ コ 沈線1270 1 て

1190 1 て , 2 Ⅳ B9 -5992785 1 85358124 232802 I a8 LRヨ コ ?

a6 LRタ テ

乗 狭 I a6 LRヨ コ

1 て V132 :RLヨ コ 繰

て ) 3 VBl
1号捨 て 85361008 233082 ]罰

`

LRヨ コ 沈 線

て , 2 ⅣB9 -59925521 85358258 232897 部

口縁 ～月同部 I a6 深鉢 縄文LRヨ コ 沈 線

て , 2 ⅣB10 -59997571 85358719 232989
口縁 ～月同言ト 深鉢 縄文LRヨ コ・斜 沈線・隆帝

1 て V B2 I a6 :LR? ヒ為夏

120 1563 Ⅳ 85959654
1385 1 室て V Cla -5999703 1 85359937 233161 +月 阿晋Ъ I a6 :LR斜

て

'

2 ⅣB10 -59963161 85357912 232884
胴都 I a6 深鉢 縄文駅 斜 沈線

1号捨 て 85357472 232866

1 て , 2 Ⅳ C9a -5994319 1 85360877 233026 ロ I a6

1

口縁～胴部 深鉢 縄文LRヨ ヨ 沈線
1029 1 て ⅣB9 -599461 1 85358468 232859

胴 部 I a6 深鉢 縄文Lタ テ 沈 線

-6003034

493 1 雪て VBl -60030541 85359836 233113

1 て

'

2 ⅣB9 -59921621 85359706 292752
1476 1号捨 M 8535686 232804

129

て , 2 V 2 -6007351 1 85356322 233233

口縁 ～胴部 I a6 深 鉢 縄文LRヨ コ 斜 沈線鞘
1号捨 て , ⅣC10a -5999138 1 85360565 2332
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Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物

黒色層中央 (2/3)

磨消 (ミ ガキ) 黒色層中央 (2/3) 外面スス付着 外面楕 円状黒斑

円形刺突 波状 口縁 黒色層内側 (2/3

磨消 (ミ ガキ)

黒色層内側 (2/3)磨消 (ミ ガキ)

文様施文→ナデ 掲載No124、 173と 同一個体 ?黒色層中央 (2/3)磨消 (ナ デ)

縄文→沈線 刺突→ナデ磨消 (ナ デ )

縄文→沈線→ナデ 内面マキ接触棒状黒班 (差込み) 容量166ゼ黒色層中央 (2/3)
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3 遺物

第 4表 土器観察表 (縄文～弥生)

掲載 注記 遺構 層位 グリッド 標
残存部位 類型 器種 文 様 (地文) 線  縮Y

号捨 て

号捨 て

-6001705 8536045 23326
略完形 I a6 深鉢 縄文Lヨ コ タテ 斜 L圧痕 沈線

1号捨 てカ VCla -6002205 85360468
85360165 233204

口縁 ～胴都 I a5 浜 鉢 網 目状撚 糸文 沈線1243 1号捨 て

V B2 -6006607 85358726
233216 国 Iわ

ド;捨て V B2
」ガ状 荼亀文 LR R 沈 線

号捨 て 233205 [a3
1号捨 て 85960206 網 日】犬撚 系 沈 縦

部

と号捨 て場 VC 網 目】犬撚 デA支
ナ捨て場 ⅣB10i -5996281 85354729 2a2941

深 鉢 羽状縄文LR・ RL 沈線232871

口縁 ～月同部 I a4 深鉢 縄文R R圧痕

1=捨て

1号捨て

-6005534 85358848
773 233244
782 1 捨 て物 VB2 -6004241 85358685

233209
1■捨て

806 1 搭 て場 V B2 -6004525 85356826
-6003193 85358221 2331

1368 1号捨 て

1号捨 て場 V B2 -6005805 85359423 23a148
233014

1534 1号捨 て場 V B2 -6005256 85359351

"テ
捨て

1号捨て

V132 -6004695 8535902 232993
232984

1 捨 て場 V B2
1=稽 て

1号捨て
ロカ 希電更 LR 撚 糸 Y

5 233087
口縁 ～胴部 I a4 深 鉢 縄文LRヨ コ LR圧痕1 捨 て場 Ⅳ C9a -5993589 8536148

232949
1■捨て

'

I a4 深 鉢 縄 丈LRヨ コ

1 捨 て場 ⅣB9i -5993283 85357871 株 鉢 縄文 LRヨ コ LRl■反
233003 口Й 沈 線

1 俗 て VCla a4 決 鉢 〔Lヨ コ 斜
292987
233041 口 縁 決 欲 網 才LR肝雇

149 1 捨 て VB a4 深 鉢 :昧l■痕

232952 国 甘 :LRl■ 反
151 捨 て 233199 口 縁 浜 鉢 旅昌支 LRF痛

152
1 捨て売

口縁 11 鉢

1267 1

口縁 I al 深鉢 沈線1号捨 て場 ⅣB9i 5993975 5a58539
2a3004 月何音Б

347 1号捨 て

口縁 ～胴部 I a3 深鉢 撚糸LI;捨 て

1号捨 て

ⅣB8i 5991745 5359746 23281
232763

1058 1 1捨て Ⅳ B 」th
232966
233096 口縁 I all ヱ琵欽

1
1捨て VB -6001654 8535895 しタテ

233075
I all

1 捨 て 233135
1号捨 て場 2 VB -6005083 85358269

月同音Б I n4 結節縄文Lタ テ233213
1号捨 て

月同音L 深鉢 撚糸R
捨 て場 VB -6002916 85359141

部

1441 I号捨 て
月同言Б I a4 深鉢 縄文RLヨ コ

2 Ⅳ B10i 85359496
233258

胴部 Ia酷 深 鉢 縄 文Rヨ コ

1 捨 て勃 VB -6005373 85358207
V B2 -6004466 85359162 233099

1535

1 捨 て場 V B2
打同をБ 撚 ,糸 R

1306 1 233042
I a4 縄文 Rヨ コ

319 1 捨 て場 ・ 2 VB 6001635 85359081

233202
沈線1■捨て,

1563 232912 部

捨 て 2 VB

233149 a4 浜 慾 LR斜
捨 て 2

1号捨 て

1号捨 て

23280a
232967 底 召| Ic

捨 て 2 VC -6002194 5359739
233016 底

1303 君 K坊 V Ij 600022 5358657 233031 )夏 音ト Ic
60 1号捨 て売 2

5996797 85360359 233018 底

1号捨 て 2 底 辞
′C9a
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黒色層 中央 (2/3) 縄文→沈線 外面胴上部に楕円形黒班 器高40 1cm 容量158ゼ

磨消 (ナ デ ) 黒色層中央 (2/3)

磨消 (ミ ガキ) 黒色層 中央 (1/3) 縄文→沈線→ ミガキ

黒色層 中央 (2/3)

磨消 (ナ デ)

砂粒中量

砂粒少量

黒色層 中央 (2/3)

外面スス コゲ付着

黒色層 内側 (1/2)

黒色層中央 (2/3)磨消 (ナ デ)

黒色層中央 (2/3)

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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3 遺物

第 4表 土器観察表 (縄文～弥生)

掲 載 注記 遺構・層位 グリッド
屋

残存部位 類型 器種 文 様 (地文) 線  描

1号捨 て場  2 ⅣB10i -5996052 85358428 232933
胴部～底部 I cl 縄文LRタ テ

232985

186 1545 1号捨て場 B10i -5999736 85359961 23309 ～ 底 部 I

無 文

1308 1号捨 て場 -6001 172 85358469 23289

1,■捨て 2 -6002379 85358282

獅一ゆ一
底部 深鉢 無文494 て 8535988

192 跡一如
底部 深鉢 無文

1238 1 て 2 ⅣB9 -5992492 85359526
案 鉢 鉦

ヽ

194 ２３２８６４一獅
底部 Ic 深鉢 無文

1278 1号捨 て 2 Ⅳ B9 -5993807 85359409

I cl 深鉢 無文1 て
て

2 ⅣC8a -5991533 85360534 232832
231572

197
765 1 て 2 V B2 -6005013 85359073 233211 都

I cl 深鉢 無文

2号捨て場 ,1 口縁～胴都 I a7 一空 沈線 隆帯Ⅳ D4

200 「D4h
2号捨 て場 ・

1 Ⅳ D4宣 日 縁 :果

`

203 2■捨て 1 Ⅳ D4g 口身

2=搭て芝 〕 口縁

2 て 〕 Ⅳ D4h 部

2 事て養 l Ⅳ D4h 部 I al

緑

2 て売 2 Ⅳ D3 打同音Б I al

2■捨 て 2 ⅣD3g
深 鉢

2号捨 て , 3 ⅣD3h I al

2号捨 て生 ・ 3 Ⅳ D4h 深 支

222 尊て ⅣD4g
2号捨 て Ⅳ D4g 口 縁 探

225 2号捨 て 3 ⅣD3h 部

茂 鉢

胴部 Ⅲ 深 鉢 撚糸R?

228 2号捨 て , 1 Ⅳ D4宜
2,搭て蔓
2号捨て売
2号捨て,

230

1 Ⅳ D4宜

233 Ⅳ D3
2号捨 て場 ⅣD4h 口縁 a7 言

236 2号捨 て場 ⅣD3h 口縁

口縁 a6 鉢 ことRヨ コ

239 2号捨 て 1 Ⅳ D4h a6 ヨ コ

a6 深 鉢 こLRヨ ヨ

242 2号捨 て蛯 l Ⅳ D4宜 I a4 深

244
245 2号捨 て生 Ⅳ D3冨 a6 線

247 2■捨て Ⅳ D4g
2号捨 て売 2 Ⅳ D3宜 a6 鉢 :LRヨ コ

2号捨 て 3 ⅣD3h

日縁 ～月同吉Б 深鉢 縄文Lタ テ 沈線・隆帝

253 2号捨 て , ・ 2 Ⅳ D3宜

縄文LRヨ コ

256 2号捨 て生 ・ 3 ⅣD3h 日 , I a6 :LRヨ コ 駅

ⅣD3h
2サ捨て売 3 Ⅳ D3h 日 , a4 深 も :LRヨ コ LR圧痕

2号捨 て ・ 3 ⅣD3h
I all 深 鉢

2号捨 て 3 Ⅳ D4h a6
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隆帯による波状口縁の強調 it線区画→ ミガキ→隆帯→ナデ ?

後北A式の影響 を受 けた在地系弥生土器

隆帯上に刻目 縄文→沈線 ・隆帯→刻 目→ ナデ

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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3 遣物

第 4表 土器観察表 (縄文～弥生)

掲載 注記 遺構  層位 グリッド 残存部位 類型 器種 文  様 (地文) 線   描
X

2号捨 て場  3

a ⅣD3g a4

2号捨 て場  3
I a4 タ テ

2号捨 て場  1 Ⅳ D4h 底 旨b

2号捨 て

底 部 I c2

273 2号捨 て 3 D3h

3  1 D4h LRタ テ

276 2号搭 て売 D3
3

278 2■捨て I D4h
279 2号捨 て

13h ,受 三 I cI

2号捨 て 2 Ⅳ D3宣

3 ⅣD3h
2号捨 て場  2 lV D 3宜

|て 2 ⅣD3 サ氏子h

］巧 学て注

日 常 沈 線

289 Ⅱ Ⅱ D10営 口

290
沈

・292 Ⅱ Ⅲ D10王 瀾
一

ⅣDlビ 口 舞 a6 L 渇
一295 皿 D101

Ⅲ D10α
298

口 , I a6 ヨ コ 沈 線

300 Ⅱ Ⅲ D10宜

口 , I a6 IRヨ コ 沈 線

B 皿 D91

lll D 10 h -5956597 85430124 231622 III /// a4 RLタ テ ヨコ

306 ]

胴部 I a6 沈 線

Ⅳ lh 胴 部

口 帝 LRタ テ
D101

117

口縁 I a4 深 鉢 縄文LRヨ コ
749 B

C医  7 ⅢE3b -5930032 85446178 230614 口 丼 LRヨ コ

316 26 C区  7 Ш E3
沈 線

C区 '7 Ⅲ E 日 縁

C区  7

9 C区  7 ⅢEIc -5921227 85449255 230142 ロ 泥 根

322 泥線文

85463774 229378 底 音偲

324
5 C区  7 E8玉 -5914414 85462553 1 229373

底 部 巨 深 鉢 縄文LRタ テ
6

CⅨ Ⅲ E2b -5926821 85447662 230563
E 壷 縄文駅 ヨコ 沈線文

47
42
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装  飾 手  法 胎   土 断面焼成 備 考

里
一

2/3 撚系→ ナ デ

砂 粒 望
い

I対 4則 /2

砂 粒 中 望
ヽ

(2お )

砂 I‐ 中 黎 外 /3 反

璽
一

痕

砂 紅 多 望
い

中 央 2/3 痕

磨 Y肖 ナ デ υ紅タ
望
ヽ

中央 (1/3 面判 痕

抄 粒 lt席 庫而 t

砂 粒 中 祟
ヽ

な し :曲 木

璽
一

痕

砂 粒 中 望
い

な 唄 回 不 栞 沢

砂対 少 聖
一 底面木葉痕

砂 粒 少 黒色若 な

F17 望
ヽ

(1/3) 底面木葉痕 (笹 )

波 状 口縁 暦イ肖 (ナ デ) 内外面コゲ

l1/N, 中 実
一

な し

翌
一
望
【

な

砂粒 中 な し

ナ デ ねク粒中 黒色層 な

ナ デ 砂 粒 (2/3)

ナ デ れ少粒ク

砂 粒 少 望
ヽ

な し

磨Yト ナ デ 砂紅 少 文様施文→ナデ

秒 炸 妙 里色層 中 口縁部にオキ接触黒斑 器高38 2cm 容量104ゼ

砂 約 中央 (2お 〕

ナ デ 砂 粒 少 文様施文→ナデ

砂 粒 望
ヽ

底面木葉痕
暦 市 ガキ ) 砂 粒 試掘 トレンチ 文様施文→ミガキ

磨 消 ミガキ) 望
い

1央 (2/C 文様施文→ ミガキ

砂粒中 黒色層 な し

砂 紅 少 望
い

(ナ デ 砂粒 少 聖
一

2/3

円形 環J突 砂粒 中 中 J

砂粒 中 望
ヽ

な し 試掘 トレンチ
砂紅

`

試掘 トレンチ

東J突 砂 泣 黒 中 大洞A式

砂粒中 黒色層 中量 2/3)

砂粒中 黒色層中央働り 晩期 重形

砂粒 少 黒色層 中奨 (2/3 朗

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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3 遺物

第 5表 土製品 。粘土塊観察表

第 6表 石器観察表

掲載 器   種 注 記 遺構 ,層位 グリッド
(命 mヽ

鴨

帥

厚

lrm】 襲
ｍ

石  材 先端角 類型 遺存

502 Яξl Ю5 1606 1号捨て ・2 1 ⅣB10i -5999177 85358678 232719 24 053 A宮 4

Ⅳ

505 刀ξl 1号捨て場・1 ⅣC8d 247 087 A

507

Яζl 2号捨て場・ 1 Ⅳ D4 282 060 A宣

る J 2→す捨て 3 Ⅳ D 220 75 5

る 2号捨 て場 ,1 1 Ⅳ D4 051 Fb 8

石 甘 378 1号捨て場・2 B -6004659 85358309 233201 2114 Fc
173 078

520 る 976 1号捨 て 2 ⅣC10a -599833 85360724 233142 164 167 E

議。2 1 195 052 240

523 石 2号捨 て 3 Ⅳ D4 057 H
137サ任 | (・ 底面

|

137 169 067 B

526 る 22 459 1号捨 て 2 VB -6006093 85359593 233218 034 H

議・2 1 044 B

石 1号捨 て 1 V B2h B
1号捨 て , 1 105 048 A

る 1号捨て場 B C 7

1号捨て場・2 lV 058 E

石 1号捨て場・2 B
石 胞 0 1号捨て場 B 0“ 37 H

石 2号捨て場・ 1 ⅣDl
石 1 族28 2号捨て場 1 Ⅳ Dl宣 026 050 A2 A

石 2号捨て場・3 Ⅳ D
石 」狭38 2号捨て場  3 ⅣD3h 174 39 036 A宣 B 3

石 」A42 2号捨て場 3 Ⅳ D4h 090 A宣 126 H

表採     |
527 儀01 1号捨て場 。2 B 225 111 1

258 062 175

530 石 2号捨て場 。2 1 ⅣD2i 597 1289 1

233067 1117
532

石

“

9黎 1号捨て場 2 1 ⅣC9a -5992914 85361826 233085 3И

-86-



第 6表 石器観察表

掲載 器  種 注 記 遺構  層位 グリッド 長

帥 (「 mⅢ

厚

帥

墓 重

(宣 )

石 材 先端角 類 型 遺存

掻器 05 1号捨 て壕  2 Ⅳ C10っ

養器 10 2号捨 て物  3 Ⅳ D3 397 2306
864

掻器 11 2号捨 て場  3 ⅣD3h
10号土坑 2 lu Dl 268

4365
掻器 02 1号捨て場・2 ⅣB10i
強器 04 1号捨て場・2 Ⅳ C9b 392 246

1899 A2
l■
K器09 2号捨て場 1 ⅣD3

262 258

ⅣC9a
V Cl -6002766 85360277 233087 588 2044

544 肖Jぞξ06 979 1号捨て場・2 Ⅳ C10a -5997505 85360254 2a3027
804

547 削器08 1号捨て場 2 V B2 -6006492 85959574
D3 299 122 I■ 68

肖J器03 1号捨て場 2 ⅣB9
-5992315 85360584 232882 217 229

音J器 1587 1号捨て場 2 VB2d 6005184 8533424
皿 D10 121 1437

1005
7 Ⅳ D3h

却 273
Ⅳ D3

5531 製 影 ね 希 09 2号捨 て場 3 Ⅳ D3
277 8 0Kl

555 楔形石器01 1号捨 て場 ,2 VCla 6002856

碧
楔形石器04
趨 杉 石 奥 nベ

ⅣDl 295 113
420 266 12,7

樫形 石 巻 07 Ⅳ D3
楔形 石 器 10

“

Ⅳ D4Fr

056 104
石核 01

冶核 02 959 1号捨て場 2 V L2 -6006463 85359846 233166 la 55

る核04 ⅢD10h
石核 05 2号捨て場 1 Ⅳ D4宜

069 決篇 産Ob
砕 片 VB2i
暦製 冶 斧 03 2号捨て場 3 ⅣD3h (387 234 3329 Dio

06 6000a41 545, 7019
559 磨 梨 石 650

磨製 石 斧 05 1586 VBI -6003004 85341881 231966 11869 Dio
59963751 232863 i830) 15458 Dio

562 磨 製石 符 04

應裂石 斧 07 墓碑集中区 VC9c 878 20020
60085631 85351901 233075 43559 Sch

565 凹石 01 「C10a
暦 石 01 6号土坑   | Ⅳ B10j 135

号捨 て場・2 1 -59869041 85373188 233114 079 942 65526 D
567 磨石 07 1509 号捨 て

暦石09 Ⅲ D10h
(534 45433 D

磨 石 08

磨 石 02 I号捨 て場 2 ⅣB9i 5993605 85357569 232799 1 356
4771 D

Ⅳ 遺 構 ・ 遺 物
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3 遺物

第 7表 陶器観察表

掲載 器  種 注記 遺構  層位 グリッド 備 考

皿 VC9c 産地 :唐津 16世紀 後 口径 :12 0cm
602 鉢 232941 羊

604 花 皿 ⅣC8d 産地 :唐津 16世紀後 口径 :9 8cm

し:狂
じ:瀬層 鉢 Ⅳ I 〕lo i 蔀 半

607 皿 Ⅱ V -6000099 85350289 232909 L:庸津 16世 底そ二:4 2cm

1折続 662 キ

第 8表 金属器観察表

掲 載 器   種 注 記 遺構 層 位 グリッド 長 (cm) 幅 (側 ) 厚 (cm) 重量 (g) 備  考

鉄 釘 126
火打 ち釜 232873 1460

7翻 a銅 製 煙 管 (雁 盲 ) 5号土 ⅣC8a
704b 幽 管 (吸 口 , 5号土 572

5号土 ⅣC8a 388
釧 後 麟 寛 永 5号 土 228

70ツ 新 管 7k 5号土坑 ⅣC8a
5号土 233 225

712 5 土琉 ⅣC8a
5号土 抗 ⅣC8a 612 24某

2 VB5王 85340248 2a2,14 234
銅 後 (新寛 j 711穴 V 5e -6017846 85339538 23285 233

718T VB4e 21 227
銅 後 (新 甍 永 C区試 掘 231

サ21 「 V
722 鉄 銭 Il V 1

方 Ⅳ
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1遺 構

(1)掘 立 柱 建 物 跡

9棟検出し、縄文時代 2棟、中 。近世以降 6棟、時期不明 1棟を検出した。

縄文時代の掘立柱建物跡は、近世以降の掘立柱建物跡に比べると、柱穴規模が大 きく深い。 8。 9

号掘立柱建物跡は 4本柱で構成され、平面形は正方形ないしは長方形を呈する。いずれも柱痕跡が確

認でき、底面には敷石が見 られた。本遺跡では竪穴住居跡が発見 されなかったが、 8号掘立柱建物跡

は1号捨て場 と、 9号掘立柱建物跡は 2号捨て場に近接 している。柱穴底面から出土 した土器は胴部破

片ではあるが、胎土・焼成の点で捨て場出土土器 と類似 しており、所属時期は縄文後期 と考えられる。

捨て場は埋没沢を覆うように形成されているが、立地の点でも捨て場の形成には掘立柱建物跡の位置

する微高地からの投げ込み行為が関与 したと想定される。

ところで、後期初頭～前葉は遺物量の豊富さと比べ、居住の痕跡が貧弱であることが特徴であると

される (菅野2003)。 菅野によれば、一関市清水遺跡例のように掘立柱建物や平地式住居が集落の主体

となっている遺跡 も見 られることから、実際には集落 として考えられる遺跡は見かけより多いのでは

ないかという。本遺跡では、より高位の河岸段丘面にも集落の存在が予想されるものの、この指摘が

縄文後期の全体的な傾向として追えるならば、今回の調査範囲が掘立柱建物跡を居住活動の中心 とし

た小集落の一部であつた可能性も否定できない。

中・近世以降の掘立柱建物跡は、出土遺物の年代から7号掘立柱建物跡が16世紀後半で、その他は

19世紀前半代の母屋・小屋の性格を持つと想定される。 7号掘立柱建物跡は梁行の柱間寸法が24尺あ

り、屋根を支えるにはやや難がある。本遺構は1号捨て場範囲内に構築されてお り、中間に位置する柱

穴を捨て場調査によって発見できなかった可能性 も否定できない。また、建物跡ではなく柵列が東側

と西側の2条 と考えることもできるが、各柱穴の柱間寸法が東西両側で一定に保たれていることから、

何 らかの建物跡の可能性が高い。7号掘立柱建物跡からは16世紀後半の唐津焼や永楽通宝など、中世に

遡る資料が出土 しているが、田野畑村では、これまで発掘調査によって明確に中世期の遺構・遺物を

確認 していない。

近世の掘立柱建物跡は複数存在 し、 3～ 6号掘立柱建物跡は民家の母屋 と小屋のセット関係 と捉え

られる。母屋 と考えられる 3号・ 5号掘立柱建物跡は、当初は1棟の総柱建物跡ではないかと考 えたが、

その後の埋上の検討や柱の配置関係から2棟に分離 した。切 り合い関係があり、 3号掘立柱建物跡の

廃絶後に 5号掘立柱建物跡を新 しい母屋として建て替えたと考えられる。

(2)土    坑

10基 を検出し、内訳は縄文時代 9基、近世墓壊 1基である。

縄文時代の土坑は1号捨て場範囲内と2号捨て場周辺に位置 し、捨て場と同時期の縄文時代後期の構

築と考えられる。縄文時代の上坑は楕円形や長方形に近い平面形だが、大半が不整形である。 1号捨て

場範囲内出土土坑は浅い。最も良好な堆積 と出土遺物に恵まれたのは10号土坑で、ほぼ完形近 く復元

できた深鉢や ミニチュア土器片、 2号捨て場第 3層 出土資料 と同一個体の可能性がある土器片 などが

めとまV
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出土 している。

一方、近世墓墳の 5号土坑は人骨 1体 と寛永通宝・煙管が出土 してお り、人骨は老年期の男性で、

遺物の年代は17世紀後半～18世紀代 と捉えられる。掘立柱建物跡とは年代的に離れているが、付近に

寄せられていた近世墓碑集中部内の墓碑には近い年代の墓碑が存在 している。墓碑 と墓壊の関係につ

いては後述する。

(3)捨 て 場

捨て場は2ヵ 所検出した。2カ 所とも沢の流水によって作られた谷状の地形を覆うように形成され

ており、微高地上からの投げ込み行為による埋没過程が想定される。時期は2カ 所とも縄文時代後期

前葉を主体とするが、 1号捨て場のほうが若千古期の様相を示す。 1号捨て場範囲内には土坑・焼土

遺構があり、範囲西側には柱穴群が存在する。柱穴群は一部建物跡を構成する可能性があり、これを

居住痕跡と捉えるならば、 1号捨て場形成には東側 (微高地側)と 西側の 2方向からの投げ込み行為

があったものと考えられる。

(4)埋 設 土 器

埋設土器は 1基のみ出土した。他の遺構よりも標高の低い場所に設置されている。使用された土器

は刻ヽ型深鉢で磨消手法が多用されている。埋土下部の第 2層 には周囲の土壌中に見られる白色砂礫と

は異なる白色粒子が認められたため、土壌の理化学分析を実施した。埋設土器の用途は貯蔵具・埋葬

施設としての骨蔵器が考えられるため、分析によるリン濃度の高さに注目していたが、用途を示す明

確なデータは得られなかった。

2遺 物

(1)土   器

土器では大コンテナ (30× 40× 30cm)14箱分の縄文土器のほか、わずかながら弥生土器が出土して

いる。大半が後期前葉の上器で、 1・ 2号捨て場で出土した。ほかに後期中葉、晩期の土器片が少量

出土した。弥生土器は後北A式の影響を受けて在地化したものと思われ、後北A式に特徴的な刺突文が

施されているが、厚手で焼成は良くない。田野畑村内では弥生時代の土器がわずかながら表採されて

いるものの、該期の遺構の発見には至っていない。今後の資料的蓄積が望まれる。

(2)土 製 品

土製品は腕輪形土製品 。鐸形土製品 。円盤形土製品 。ミニチュア土器・土偶が出上している。出土

数はそれぞれ少数であるが、いずれも東北地方後期前葉の特徴を示している。文様は無文 。沈線・刺

突による表現方法で構成される。

本遺跡出上の腕輪形土製品はすべて無文で厚い。この傾向は、東北地方では「円筒形で器厚が厚い

ものが多」く、また「無文のものが多い」 (吹野2000)と いう指摘と整合する。

鐸形土製品では無文のものと、沈線による文様描出が見られる。なかでも409は 開口部が横位にあり、

類例は多くない。鐸形土製品は機能的には子L部 に紐を通して吊り下げることが予想されることから、

開口部が下位にくるよう実測図では表記しているが、文様施文は同時期の土器と類似の傾向が認めら

れ、むしろ土器口縁部と同様に開口部側に丁寧な施文が行われている。用途とは別の問題として注意
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を要する。

円盤形土製品は土器片錘とも言われ、主として錘としての機能、網漁業の沈子としての認識が一般

化している。本遺跡は普代川と接するため、河川漁携を行っていた可能性は十分にあるが、出土数は

7点 と少ない。沈子としての機能を土器片錘の分類から考察した事例によれば、「立体的」か「偏平」

かの形状差は水流に対する抵抗力の違いと関係することが 1つの要因 (小笠原1998)と してあげられ

ている。偏平な土器片錘は「海中の途中にある場合は水流の抵抗を強く受けるが、反面、海底に達し

て横位に伏せた状態となった場合はその抵抗カカMヽ さな錘となって」 (小笠原1998)ヤ る`という。本遺

跡出土品はいずれも偏平で、立体的なものはなかった。今後の周辺地域の資料増加によっては、上記

事例のように沿岸地域の漁携活動の一端を検討できるだろう。

(3)石   器

石器は剥片石器・礫石器あわせて468点 出上した。礫石器は磨石・凹石・敲石・磨製石斧があるが、

掌大が多 く、大形品はない。一般に長期的な居住地には大形の生活道具が多い傾向にあり、石皿や大

形礫などが居住地内で散見される。本遺跡の石器組成はいずれも小形品が多く、長期的な居住の証拠

を見出すことが難しい。 1号捨て場では在地の砂岩・ホルンフェルス礫が出上しているが量は少ない。

したがつて本遺跡は通年の居住地ではなかった可能性がある。

剥片石器では、石鏃が トウール類のなかで最も多く出土した。完形品は少なく、基部や先端部が破

損しているものが多い。石匙・掻器・削器などスクレーパー類がまとまっているが、不定形な資料が

多い。

礫石器では、磨製石斧はすべて破損品で、刃部の損傷が著しい。磨石は断面が円形に近いものはみ

られず、偏平なものが多い。石器の多くは 1・ 2号捨て場から出土しているが、破損の多さは捨て場

という遺構の性格を反映したものであろう。ただし、長期にわたる居住地に形成された捨て場では、

道具の刷新が行われる過程で完形品が捨てられることは一般的であり、その観点からも本遺跡での捨

て場遺構内の完形品比率の低さは通年居住の可能性を支持しない。こうした出土石器の特徴と遺跡滞

在期間との関連性は、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、平地式住居跡など縄文後期の建物跡を考えるうえ

で示唆的である。

近世墓娠とその年代論的位置

B区内より近世墓碑 6点、墓墳 1基 (5号土坑)を発見している。 6点の墓碑は全て後世の土地利

用によって人為的に寄せられた可能性が高い。そのため、墓碑が伴わない墓である可能性も含めて、

どの墓碑が墓墳と対応するか出土遺物の年代から検討する必要がある。墓碑の年号はすべて近世のも

ので、以下のとおりである。

墓碑銘

①明和六年

②天明四年

③文化元年

④文政二?年

⑤文政八年?

⑥文政十二年

丑十二月十七日

(辰)六月 (廿 )三 日

子十二月八日

正月十八日

七日

(丑)七月六日

(一應妙心禅定尼)

(一智庵禅定門)

(良山禅定尼)

(賃春禅定門)

(O妙○禅定尼)

(等 (渉 ?瀾 ?)禅男)

1769年

1784年

18餌年

1818～ 1830年間

1825FF?

万 ?0 1829年
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墓碑は18世紀後半～19世紀前半のものであることが理解できる。このうち①～③が大形品で④～⑥

が小形品である。では近世墓墳である5号土坑の構築はいつごろであろうか。

墓壊からは人骨1体 と副葬品として煙管 1点、銭貨10枚が出土している。煙管は18世紀前半代の形態

を呈し、18世紀中ごろまでの利用が考えられる。銭貨は10点 のうち、古寛永 3枚、文銭 1枚、新寛永

6枚である。すべて銅銭で占められ、鉄銭がないことから、18世紀中頃の組成である。また、新寛永

(1697～ 1747と 1767～ 1781年間に鋳造)の存在からも墓の年代は18世紀中頃と言えよう。

墓碑で18世紀代は① o②であり、人骨鑑定の「熟年男性」という結果から考えれば、②の年代は中

頃とは言いがたいが、大きな誤差とは言えない。よって、 5号土坑の年代は18世紀中頃以降で、墓墳

に伴っていた墓碑は、熟年男性人骨という鑑定結果から、②の可能性があると結論する。

縄文時代後期における土器の野焼き方法

は  じ め  に

岩手県清水遺跡の例では中期末と後期初頭の土器の比較から、時期によって野焼き方法に変化が認

められ、薪燃料の利用方法と土器の薄手化及び括れの少ない個体の増加には相関関係があると指摘さ

れた (須原ほか2005)。 野焼き方法は器形に応じて変えるものと想定されているが、後期土器について

は検討資料数が少ないため、具体的な議論には至っていないのが現状である。そこで、本章では後期

土器の野焼き方法を検討する上での基礎資料提示を目的として、岩手県田野畑村沼袋遺跡資料 (後期

前葉)、 北海道函館市石倉貝塚出土資料 (後期前葉)、 岩手県一関市清水遺跡資料 (中期末～後期前葉)

のうち深鉢に限定して取り上げる。

(1)土器 の観察 とサ イズ クラス

観察の視点は清水遺跡資料の検討で用いた基準 (須原ほか2005)に従う。沼袋遺跡では後期前葉の

土器が多数取り上げられているが、口縁から底部まで残る土器は少なく、検討可能な深鉢は5個であ

る。石倉貝塚資料は黒斑の観察できた深鉢を15個選択した。清水資料は、前回の検討データを利用す

る。

沼袋遺跡では資料が少ないため、遺跡内出土土器の容量分布を知ることはできない。 したがってこ

こでは清水遺跡で利用 したサイズクラスを基準に検討 したい。容量の小 さいもの (左側)か ら大 きい

ものへ と並べた容量順グラフ (第 61図 )をみると、清水遺跡では10イ矛付近 と20イ カ付近に分布の断絶が

みられる。よって、loイカ未満を中・小型、10Υ形台と大型、20イ カ以上を特大型 とした。沼袋では 5個体

のうち129。 130。 305が大型で、13が特大型である (第 58図 )。 石倉貝塚資料は黒斑の観察しやすい類

似個体を選択したため、結果として中・小型のみとなった (第 59・ 60図 )。 清水遺跡では、大型深鉢が

縄文施文主体で、中・小型深鉢が沈線・刺突を主体とする有文土器が大半を占める。特大型は有文と

縄文がほぼ半々で、中期と後期の両時期ともに認められる。このような「中・小型は有文、大型は素

文」という作り分けは中期末よりも後期初頭の方がより明瞭であり、器形も頸部の括れが弱まり円筒

察Ⅵ
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形ないしはバケツ形になるという変化がみられる。なお、第58～ 60図 は縮尺1/10に 統一し、土器が野

焼き最終段階で寝かせられていることを前提として、左上 :接地面側外面、左下 :接地面側内面、右

上 :上向き面側外面、右下 :上向き面側内面の計4面の黒斑 。スス・コゲの範囲を表現している。遺物

の番号は各報告書の遺物掲載番号をそのまま利用した。

(2)野焼 き方法の検討

縄文土器は「最初から横倒しにして焼く」、「最初は立てて置き、途中で横倒しにする」など、野焼

き方法を変えていると推定されている (久世ほか1999)が、土器の設置方法、燃料の多寡、野焼き時

の上器の動かし方など個別手法としての野焼き方法の差異は、土器の火回り不良を防ぐための解決策

の差と考えられる。これまでの野焼き実験による黒斑の分布傾向からは、以下の違いが確認されてい

る (須原ほか2005か ら再録)。

①最初から横倒しの場合は、接地面が火回り不良にならないように薪かオキの上に置く必要がある

ため接地面に棒状黒斑が付くことが多い。一方、オキに埋もれるように接地したことを示すオキ

密着黒斑は最初から横倒しに置かれた場合には付きにくい。

②途中で横倒しする方が、内面の火回りを良くするために薪を差し入れる必要性がより高い。

③土器が水平に置かれたことを示すオキ密着黒斑が接地面に付くにも関わらず、対応する内面下部

～内底面にオキ溜まり黒斑が付く場合、「直立していた段階があつた (=途中で横倒しした)」 と

言える。

④「大きなスス・炎が出る状態の薪が接触したことを示す逆U字形・2個 1対の薪接触黒斑」は、

薪を内面に入れた土器を最終段階で横倒しした場合に付きやすい。‐方、最初から横倒し状態の

上器の内面に薪を差し入れた場合は、薪から出たススが下側の内面に整った形の逆U字形 。2個

1対黒斑を残すことは考えにくい。なお、棒状・逆U字形・2個 1対の薪接触黒斑が複数の側面

に縦方向に付く場合は、転がされたか、または、横倒しされる前・後の薪接触を示す。

⑤薪を差し入れて直立した土器では、内面下半部の方が上半部よりも明るい色調を呈する。

⑥最初から横倒しに置いた方が上向き側外面の中軸線上に多くの薪 。オキが載りやすい。

沼袋遺跡では129(16.6協 )・ 13(22.5Υ力)に接地面側内面に薪差し入れの痕跡と思われる太い棒状黒

斑があり、129の棒状黒斑は下部が逆U字形を呈する。13には接地面側外面にオキ密着黒斑が多数観察

できた。上記②と④の理由から大型以上は「最初は立てて置き、途中で横倒しにする」手法が採用さ

れた可能性が高い。130(15。 8Υの イよ上向き面側外面の中央軸線上と胴中部側面よりに逆U字形の黒斑

が縦方向に見られるため、やはり④が当てはまる。

清水遺跡の検討 (須原ほか2005)で は接地面側外面に大型棒状黒斑が付くことが多く、①の特徴で

ある。また、内面に逆U字形や2個 1対の薪接触黒斑がほとんどなく、④の特徴も見られ、転がし痕

を示す土器がないことから「最初から横倒し」にして野焼きが行われたと考えられる。

石倉貝塚では「薪の差し入れ」が行われた痕跡が154(6.7Υ形)、 200(0.5イ 形)、 1006(5.1イ カ)に見ら

れるが、それらの土器の内面には逆U字形、 2個 1対の薪接触黒斑がないことから④に当てはまる。

①の特徴である「接地面側外面に多数の薪接触黒斑が付くもの」は、 8(5.0イカ)、 198(7.6イ 光)、 480

(4.lΥ力)、 200、 474(1.8イ 形)あ る。また、⑥の特徴を示す「上向き面側外面に薪接触黒斑が付くもの」

は154、 198、 200、 480、 1005(7.7Υ 光)、 1006と 6個体ある。これらの痕跡から、石倉貝塚では「最初

から横倒し」して野焼きを行った可能性が高い。一方、薪の差し入れと考えられる接地面側内面の棒
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l 縄文時代後期における土器の野焼き方法

状黒斑が見られない土器については、loo4(3,7イカ)、 979(6.6イル)、 982(4.7Υ 予)、 288(1.8Υ予)、 471

(1.1イ ル)な ど口縁部の小範囲のみのオキ溜まり黒斑が多く、下半部には少ない。このことは、薪の差

し入れをしなかったが、口縁部に薪を立て掛けた可能性を示す。これもオキの上で焼かれた証拠と考

えられるため、「最初から横倒し」の可能性を支持する。

(3)遺弥 間 。時期 間の差異

以上の検討から、沼袋については「途中で横倒し」、清水と石倉貝塚は「最初から横倒し」の可能性

が高い。しかし、いずれも資料数不足は否めないので、さらに多くの資料検討を要する。

以前の清水遺跡中期末～後期初頭の分析では、接地面側の黒斑は、小さめの薪/オ キ接触黒斑のみ

の例が多いことから、地面に薪を並べた上に土器を置いたと結論した。また、清水遺跡の中期土器で

は後期土器よりも太薪との接触を示す例が多く、燃料が多い、あるいは火力が強く長持ちした可能性

を指摘している (須原ほか2005)。 石倉貝塚でも清水と同様に接地面側に薪接触黒斑の見られる土器が

一定量存在している。ただし、太薪との接触を示す例は少ないため、清水の後期土器により近いと言

える。

時期間の検討は清水のみであるが、中期土器は後期に比べて、①接地面黒斑が太薪を示す比率が高

い、②側面に薪を立て掛ける比率がやや高い、③色調が明るい、という傾向であった。① ,② より、

中期土器のほうが後期土器よりも焼成時に地面側や側面により多くの薪を置いたと言える。中期土器

の方が明るい色調なのは、このように薪を多用した結果であろう。

(4)ま  と め

清水遺跡例によれば、中期から後期にかけて野焼き方法が変化していることが窺えるが、その背景

として、中期土器は総じて厚みがあるため土器が火回り不良にならないよう多量の燃料を必要とした

ことが考えられる。一方、後期土器は中期に比べて省エネ傾向にあり、使用した薪燃料が中期に比べ

て少ないため焼成温度が上がらず、結果、白っぽい土器が多 くなったかもしれない。また、焼成途上

で土器を取り出してしまっている可能性もあるだろう。つまり生焼け状態の土器が多い可能性があり、

後期土器の断面に黒色層が厚 く残存する例が多いことが証拠と言える。この断面黒色層の残存は清水

遺跡ばかりでなく、沼袋・石倉貝琢でも確認できる。したがって、薪燃料の減少傾向は中期から後期

への器形変化とリンクする事象であると考えられる。縄文中期から後期への薪燃料の節約化、および

土器の相対的な薄手化と器形の括れの減少は何に起因しているのであろうか。現状では1つ の要因に求

めることはできないが、縄文中期から後期にかけて地球規模の環境変動と密接なかかわりを指摘でき

るかもしれない。この時期では低温化による海水面の低下と乾燥化による年間雨量の低下が人類の居

住環境を激変させ、結果として燃料獲得コス トが増大したと想定されるが、その回避策として燃料の

節約とそれに対応する器形・器厚の変化が模索されたのはないだろうか。

ただし、今回の後期土器の地域間対比では、太薪燃料の少なさや生焼けに近い白っぽい土器が一定

比率あることを読み取れるものの、地域間格差を明確にあらわす現象を抽出できなかった。今後の課

題として資料の豊富な別遺跡の検討数を増やなければならない。
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Ⅵ 考

接地面側外面 上向き面側外面

接地面側内面 上向き面側内面

‐ 黒斑・ 白斑範囲

―  スス・ コゲ範囲
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第58図 黒斑の分布 (沼袋遺跡 )
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第59図 黒斑の分布 (石倉貝塚①)
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第61図 1清水道麟後期層の深鉾.
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Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

Ⅷ 分 析 。鑑 定

分 析 目 的

沼袋遺跡において土壌理化学分析、黒曜石産地同定分析、火山灰同定分析をそれぞれ委託 し、下記

の結果を得た。

土壌理化学分析はC区 1号埋設土器内の土壌分析によって、骨蔵器の可能性を探求する目的で実施 し

た。埋設土器は集落からやや離れた、水辺に近 く地形的に低い場所に設置される例がたびたび報告さ

れてお り、土器内土壌の洗浄で人骨・獣骨が見つかる事例が増加 している。本遺跡でも地形的な条件

が合致 し、その可能性をリン残留濃度の測定によって追求できるものと判断した。

火山灰同定は遺跡の相対年代や形成過程を知る上で必要不可欠な分析である。 B区内で基本土層第

Ⅳ層として明確に捉えられた責褐色火山灰層から採取 し、分析を委託 した。田野畑村内では十和田系

火山灰の堆積、特に十和田中椒火山灰 (To―cu)が見つかってお り、今後本遺跡データが遺跡間対比に

有効となろう。

人骨鑑定は田野畑村内の近世墓出土資料 としては初めての事例である。本遺跡からは近世関連資料

が多数発見され、それらとの関連性を探る上で、人骨の分析・鑑定は欠かせないものであった。

黒曜石は沼袋遺跡周辺では産出しない。遠隔地産石材である黒曜石の産地同定をすることで、沼袋

遺跡の交易領域を考察することを目的とした。今回の調査で出上 した黒曜石製石器はわずか 2点 のみ

で、いずれも1号捨て場内から出土していることから縄文時代後期前葉の可能性が高い。 (米 田)

沼袋遺跡土壌理化学分析業務委託報告
パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め  に

沼袋遺跡は、岩手県下閉伊郡田野畑村沼袋に所在し、普代川右岸の河岸段丘面上に立地する。本遺

跡の発掘調査の結果、縄文時代後期前葉の竪穴住居跡や埋設土器、捨て場、土坑、近世の掘立柱建物

跡や墓等の遺構が検出されており、縄文時代後期前葉～晩期の土器や石器、近世～近代の陶磁器等の

遺物が確認されている。

なお、上述した縄文時代後期前葉と考えられる埋設土器は、これまでの考古学的成果及び調査所見

から骨蔵器の可能性が指摘されている。そこで、本報告では、当埋設土器の用途、特に骨蔵器の可能

性の検証を目的とし、土器内土壌中のリン酸、カルシウム含量に着目し、検討する。

(1)試 料

試料は、洪水砂礫層、黒色土の再堆積層が堆積する調査区東側から検出されたc区 1号埋設土器内の

上壌1点 (以下、埋設土器内土壌)と 、比較対照試料 として当埋設土器が出土 した地点より5m離れた

地点の縄文時代後期前葉の遺構検出面 (地 山)と されるc区第1黒色帯 (C区 7層 )よ り採取された土壌

1点 の計2点である。

なお、これらの試料は、調査地点の地下水位が高いことから湿性な土壌となってお り、土壌中のリ

ン酸の移動、拡散が懸念され、また、一括採取された土壌ではリン酸の濃集・局在性や偏在性 を見出
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2 沼袋遺跡土壌理化学分析

すことは困難と判断された。そのため、分析試料は、各試料より無作為に5回採取した土壌を用い、そ

れぞれ覆±1～ 5、 対照1～ 5と し扱い、上記した問題を緩和することとした。また、植物遺体の供給量

の目安を得るため、覆土及び対照試料より各1点 (覆± 1、 対照1)を対象とし、土壊の腐植含量の調査

を行い、参考値を得ることとした。

(2)分 析 方 法

1)腐植含量

試料を風乾後、軽 く粉砕 して2.00Hlmの 飾を通過させる (風乾細土試料 )。 風乾細土試料の水分を加熱

減量法 (105℃、5時間)に より測定する。風乾細土試料の一部を粉砕 し、0.511mの ふるいを全通させる

(粉砕土試料 )。 粉砕土試料0.100～ 0.500gを looml三角フラスコに正確に秤 りとり、0,4Nク ロム酸・硫

酸混液10mlを 正確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.20/Oフ ェニルアントラ

エル酸液を指示薬にO.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水

分量から乾土あた りの有機炭素量 (Org― C乾±°/o)を求める。これに1.724を 乗 じて腐植含量 (°/0)を

算出する。

2)リ ン酸・カルシウム含量

粉砕土試料 1.00gを ケルダール分解フラスコに秤量 し、はじめに硝酸 (HN03)約 5mlを 加えて加熱

分解する。放冷後、過塩素酸 (HC104)約 10mlを 加えて再び加熟分解を行う。分解終了後、水で100ml

に定容 してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取 し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン

酸 (P205)濃 度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取 し、干渉抑制剤 を加えた後に原子吸光

光度計によリカルシウム (caO)濃度を測定する。これら測定値 と加熟減量法で求めた水分量から乾

土あたりのリン酸含量 (P205mg/8)と カルシウム含量 (Caomg/8)を 求める。

(3)結 果

注.(1)土色 :マ ンセル表色系に準 じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)1こ よる。

(2)土性 :土嬢調査ハン ドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の野外土性による。

日C・ …軽埴土 (粘±25～ 45%、 シル トo～45%、 砂10～55%)

表 1.土壊理化学分析結果

試 料 名 土性 土 色 試料番号 腐植含量 (%) 鹿05(mg/g) CaO(mg/8)

C区 1号埋設土器内 LiC 10YRl.7/1黒

覆± 1
つ
々 5.09

覆±2 3.05 5.49

覆±3 2.95 6.20

覆±4 2.72 5.00

覆±5 3.00 5.87

平均値 2.92 5.53

標準偏差 0.13 0.51

C区 第1黒色層 LiC 10YRl.7/1黒

対照 1 9.15 3.10 4.35

女す員煮2 2.63

対照3 3.00 4.64

女↓員く4 2.44 3.68

対照5 4.39

平均値 2.86 4.18

標準偏差 031 0.40
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Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

結果を表 11こ 示す。坦設土器内土壌および第1黒色帯は、いずれも粘質土であ り、国際法区分におけ

る野外土性 (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)は LiC(軽埴土)に分類 される。両者は土色 もloYRl.7/1

と黒色味が強 く、腐植集積量が多いことが伺える。覆± 1、 対照 1の 腐植含量は埋設土器内土壌は

7.53°/O、 第1黒色層は9.15%を 示 し、第1黒色帯においてやや有機物量が多い傾向が認められている。

リン酸含量は、埋設土器内土壌は2,72～ 3.05P205mg/8、 第1黒色層は2.44～ 3.15P205mg/gの 値となって

お り、両試料間のリン酸含量に特徴的な違いは見られない。一方、カルシウム含量は、埋設土器内土

壌は5.00～ 6.20CaOmg/g、 第1黒色層は3.68～ 4.64CaOmg/8と 埋設土器内土壌において僅かに高い傾向が

認められる。ただし、土壌中のカルシウム含量の変動幅は比較的大 きいこともあり、本分析結果では

有意差を指摘することはできない。

(4)考 察

一般的に土壌中に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量については、い くつかの報告事例がある

が (Bowen,1983、 Boh・ Bruggenwert,1980、 川崎ほか,1991、 天野ほか,1991)、 これらの事例から推定さ

れる天然賦存量の上限は約3.OP205mg/g程 度である。また、人為的な影響 (化学肥料の施用など)を受

けた黒ボク土の既耕地では5.5P205mg/g(川 崎ほか,1991)と いう報告例があり、当社におけるこれまで

の分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では6.OP205m8た を越える場合が多い。

C区 1号埋設土器内の土壌について、主にリン酸含量を中心に調査 を行つた結果、天然賦存量の上限

に近いリン酸が検出されたが、腐植含量が高いことから、埋設土器内に内容物の痕跡を示唆するよう

な高いリン酸含量にあると指摘することはできない。さらに、埋設土器内土壌では、比較対照とした

第1黒色帯と比べてリン酸の変動幅が小 さく (標準偏差は、土器内土壌で0。 13、 第1黒色帯で0.31)、 リ

ン酸が偏在 している傾向も認められないことから、局所的にリン酸が濃集 している可能性 も低いと判

断される。このことから、埋設土器内の上壌に遺体成分の痕跡を見出すことは出来ず、骨蔵器とされ

る用途については本分析結果からは支持することはできない。なお、本分析結果では遺体成分の痕跡

を見出すことはできなかったが、調査所見では埋設土器底面に由来不明の白色粒子の存在なども示唆

されている。今後は、このような物質を含めた微細遺物の分析を合せて行 うことで、総合的に検証で

きると期待される。

引用文献

Bowcn,H.JM.1979 Environmcntal Cemistt of Elemcnts[浅 見 輝男・茅野 充男 (訳)1983 環境無機化学,元素の循乗と

生化学 博友社 297p.]

Bolt,GH&Bruggenwert,M.GM 1976 SOILCHEMISTRY[岩 田 進午・三輪 容太郎・井上 隆弘・陽 捷行 (訳)1980
土壌の化学.学会出版センター 309p.]

天野 洋司・大田 健・車場 敬 ,中井 信 1991 中部日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量土壌蓄積リンの再生循環

利用技術の開発農林水産省農林水産技術会議事務局編 28-36

川崎 弘・吉田 澪・井上 恒久 1991 九州地域の上壌型別蓄積リンの形態別計量.土壌蓄積リンの再生循環禾U用技術の開

発 農林水産省農林水産技術会議事務局編 23-27

土壌標準分析・測定法委員会編 1986 土壊標準分析・測定法.博友社 354p.

土壌養分測定法委員会編 1981 土壌養分分析法 養賢堂 440P

農林省農林水産技術会議事務局監修 1967 新版標準土色帖

ペ ドロジス ト懇談会編 1984 土壌調査ハンドブック.博友社 156p
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3 沼袋遺跡の火山灰屈折率測定分析

3 沼袋遺跡の火山灰屈折率測定分析

株式会社古環境研究所

(1)測定 分 析 の 目的

東北地方岩手県域の北上山地から三陸海岸部にかけて分布する後期更新世以降に形成された地層の中

には、焼石、鳴子、岩手、秋田駒ケ岳、十和田など東北地方の火山のほか、姶良、阿蘇、洞爺など九

州地方、中国地方、北海道など遠方の火山に由来するテフラ (火山砕屑物,いわゆる火山灰)が数多

く挟在されている。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの

層位関係を求めることで、地形の形成年代や地層の堆積年代、さらに遺構の構築年代や遺物包含層の

形成年代などを知ることができるようになっている。そこで火山灰層が認められた田野畑村沼袋遺跡

においても、発掘調査担当者により採取されたテフラ試料 を対象に、屈折率測定により指標テフラと

の同定のための資料の収集が試みられた。

(2)屈折 率 測 定

1)測定試料 と測定方法

分析測定試料 を対象 として、温度変化型屈折率測定装置 (京都 フイッシ ョン・ トラック社製 ,

RIMS86)イこより、屈折率測定を行った。

2)測定結果

試料に含まれる火山ガラスに含まれる火山ガラスの屈折率 (n)ィよ、1.510-1.516で ある。この値は、

先に分析が行われている田野畑村和野 I遺跡で採取された試料中に含まれる火山ガラスの屈折率 (n:

1.509-1.514)と 非常によく似ている。その一方で、この値は東北地方において歴史時代の重要な指標

テフラとして盛んに利用されている十和田 a火山灰 (To―a,915年AD,大池,1972,Hr甲 ほか,1981,

町田・新井,1992,2003)に 含まれる火山ガラスの屈折率 (n:1.500-1.508,町 田 。新井,2003)や 、

東北地方中部以北で後期旧石器時代の指標 として利用されている十和田八戸テフラ (To―H,約 1.5万年

前,中川ほか,1972,Hayakawa,1995,町 田 。新井,2003)の それ (n:1.505-1.509,町田 ,新井 ,

2003)と 比較 して有意に高い。

以上のことから、試料が採取されたテフラ層が一次堆積層であれば、約6,000年前に十和田火山か ら

噴出したと推定されている十和田中扱テフラ (To―Cu,大池ほか,1966,早川,1983)の 可能性がもっ

とも高いと考えられる。

文献

早川由紀夫 1983 +和 田火山中撤テフラ層の分布,粒度組成,年代.火山,第 2集,28 p.263-273

Hayakawa,Y. 1985 Pyroclastic geology of Towada volcano B,11.Earthq Res.hst.Un� ,Tokyo,60 p.507-592

町田 洋・新井房夫 1992 火山灰アトラス.東京大学出版会 276p.

町田 洋・新井房夫 2003 新編火山灰アトラス.東京大学出版会 336P.

町田 洋・新井房夫・森脇 広 1981 日本海を渡ってきたテフラ.科学,51 p562-569.

中川久夫・中馬教充・石田琢二・松山 力・七崎 4雰 1972 +和 国火山発達史概要.岩井淳一教授記念論文集 p.7-17.

大池昭二 1972 +和田火山東麓における完新世テフラの編年.第四紀研究,H P,232-233.

大池昭二・中川久夫・七崎 修・松山 力・米倉伸之 1966 馬淵川中 。下流沿岸の段丘と火山灰.第四紀研究, 5 p.29-35
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Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

岩手県下閉伊郡田野畑村沼袋遺跡出土の近世人骨

瀧 川  渉

東北大学大学院医学系研究科人体構造学分野

(1)は  じ め  に

田野畑村沼袋遺跡は縄文時代後期と近世の文化層を含む複合遺跡であるが、このうち近世に属する

と考えられる土坑から人骨が1個体分出土した。当遺跡の表土からは、畑の整備時に移動した近世墓碑

が確認されている。このうち2基の墓碑と当遺構の出土遺物の年代が対応すると推測され、18世紀後半

に該当する可能性が高いという。本稿は、その近世人骨の形態人類学・肉眼解剖学的鑑定報告である。

(2)遺 存 状 況

頭蓋 :後頭骨と左右の側頭骨が遺存するが、脳頭蓋全体の接合復元は不能である。顔面では、上顎

骨の歯槽周辺部をとどめる程度で、下顎骨は下顎枝が左右とも破損する。

体幹 :ほ とんどの部位が消失しており、椎骨のうち環椎と軸椎の歯突起周辺の他は、腰権の権弓が

確認される。肋骨は断片が数点認められる程度。

上肢 :上肢帯では左肩甲骨の関節寓と肩峰基部を残すのみ。上腕骨は左右とも遺存するが、骨幹部

のみにとどまる。携骨は左の近位端、尺骨は両側の近位端がそれぞれ確認される。手の骨は数点の断

片を残すのみで同定は困難である。

下肢 :寛骨は左右とも認められるが、どちらも寛骨臼と大坐骨切痕の周辺だけが確認される。大腿骨

は右がほぼ完存するが、左の近位部は欠損している。膝蓋骨は左のみ残存。睡骨は左右とも遠位端を

欠く。DF骨 は左右とも骨幹部のみを残す。足の骨は踵骨隆起の一部が確認されるにすぎない。

本個体の歯式は次の通りである。

2    2-3    2     2     3           2-3

X M2 Mtt P2 Pl C△ 11
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Ｍ３

３
　
Ｍ２
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Ｐ２

２
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Ｍ
　
３．

２
　
３

Ｍ
　
２
．

Ｍ
　
３

Ｐ２

　

２

Ｐｌ

　

２

Ｃ

　

２

Ｐｌ

　

２

Ｐ２

　

２

3     3     2

1l  12  C
△  M2 Ml

2-3   2-3

C  △  △

2

〔凡例〕△ :歯槽開放 × :歯糟破損・歯冠も消失

各歯種の上ないし下に示された数字は、BЮcaに よる咬耗度を示す。

0

1

2

3

4

全く咬耗が見られない。

エナメル質に咬耗が認められるが、咬頭の形状は明瞭。

象牙質がところどころ露出している。

咬合面においてエナメル質が全体に磨耗し、象牙質が全面に露出する①

歯根近くまで磨耗が進行する。

(3)年 齢 推 定

第3大臼歯を含む永久歯が全て萌出している上、歯冠がBrOcaの 咬耗度でいずれも2度から3度 にまで

達していること、わずかに後頭部にうかがえるラムグ縫合が内板においてほとんど閉塞していること

から、熟年期 (40～ 60歳)に相当するものと推測される。
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4 岩手県下閉伊郡田野畑村沼袋遺跡出上の近世人骨

(4)性 別 判 定

寛骨における大坐骨切痕の角度が鋭角を呈すること、偵I頭骨の乳様突起が拇指大でほぼ鉛直方向を

向いていること、上腕骨や大腿骨などの筋付着部が発達していることから、男性の可能性が高いと考

えられる。

(5)身 長 推 定

本個体を男性と判定した場合、藤井の身長推定式 (藤井1960)を 利用して右大腿骨の最大長から計

算すれば153,7cm、 自然位全長から計算すれば154.4cmと なる。いずれにしても、関東や西日本における

江戸時代男性の平均身長 (関東 :155～ 157cm、 西日本 :159cm)を下回る結果である。

(6)各 部 の 特 徴

頭蓋 :側頭部の乳様突起が拇指大を呈 し鉛直方向を向 くが、乳突上稜の発達は弱い。後頭骨の外後

頭隆起 も発達が弱い。また、左の舌下神経管では三分化が認められる。

四肢骨 :上腕骨において三角筋粗面の隆起が観察される。大腿骨の粗線は内側・外側唇 とも明瞭だ

が、骨幹中央部の断面示数はさほど強 くない。一方、骨体上部の扁平性はかなり強い。睡骨ではヒラ

メ筋線が著 しく膨隆する状況が見られ、骨幹部の扁平性が強い (表 1)。

歯 :上・下顎における左の中・側切歯が密接に咬合せず、上下の咬合面の間に間隙が形成されてお

り、偏磨耗の様相を呈 している (写真5)。

(7)ま  と め

沼袋遺跡の近世土坑から出上した人骨は、熟年期の男性の可能性が高い。この性別判定が妥当であ

れば、生前の推定身長は154cm前 後で、当時としては平均よりやや低身長であつたと考えられる。また、

左の中・側切歯に見られる偏磨耗は、生前にある特定の物を口にくわえる習慣を永らく続けていた可

能性を示唆させる。

参考文献

藤井 明 1960 四肢長骨の長さと身長の関係について.順天堂大学体育学部紀要,3 p.49-61.
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表 1 四肢骨計測値

Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

上腕骨

5。 中央最大径

6.中央最小径

6/5。 中央断面示数

7a.中央周

7.最小周

一
　

一
　

一
　

一
　

一

22.5

17

75,6

66

63

大腿骨

1.最大長

2.自 然位全長

6.中央矢状径

7.中央横径

6/7。 中央断面示数

8。 中央周

9,骨体上横径

10.骨体上矢状径

10/9.骨体上断面示数

ダ.骨体上最大径

1げ.骨体上最小径

10つ・.骨体上断面示数

400

396

27.5

(26)

(105,8)

31

22.5

72.6

31

22

71.0

27

26.5

101.9

85

30

20.5

68.3

怪骨

8.中央最大矢状径

9.中央横径

9/8.中 央断面示数

8a.栄養孔位最大径

9a.栄養孔位横径

9a/8a.栄養孔位断面示数

10。中央周

10a.栄養孔位周

10b。最小周

29。 5

20

67.8

31.5

21.5

68.3

78

85

70

30.5

19.5

63,9

22

79

70

2.中央最大径

3.中央最小径

4.中央周

3/2.中 央断面示数

15

11

42

73.3

一
　

一
　

一
　

一

単位はalln(計測値)と %(示数)
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4 岩手県下閉伊郡日野畑村沼袋遺跡出土の近世人骨

写真 1.上肢骨 (上腕骨・携骨・尺骨・肩甲骨) 写真 2.下肢骨 (寛骨 。大腿骨・睡骨・隣骨)

写真 4.上顎・下顎の歯冠咬合面

写真 3.頭蓋 (後頭骨・側頭骨 。上顎・下顎 ) 写真 5.咬合時における左切歯の偏磨耗 (矢印)
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Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

5 沼袋遺跡黒曜石産地分析業務委託報告

(1)分析試料の調整と実験条件
lal第 四紀 地質研究所

分析試料の調整

分析試料は黒曜石の岩体では岩体のなかで 5個所程度選択 し、 1個所で 5～ 10試料を採取 した。分

析結果は岩体の中で選択 した各個所について 1分析値で代表させた。例えば、西餅屋の岩体では孔道

内の 4個所を4分析値で表示 した。岩体が貧弱である場合には 1岩体の中で10個以上を採取 し、試料

数分の分析結果を表示 した。岩体が消滅 しているものや、明確な岩体 としての露頭が認められないも

のや河床の中の転石あるいは斜面に露出する堆積 した黒曜石は10個以上採取 し、試料数分の分析結果

を表示 した。

分析にあたっては、露頭より採取 した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面 とする未整形試

料を作成 した。

ガラス質安山岩は表面が風化 してお り、表面には鉄分が付着 して、岩石本来の分析値を反映するこ

とが出来ないので、ダイヤモンドカッターで切断 し、剥片を作成 し、新鮮な面を分析 した。分析 した

結果は黒曜石と同様に酸化物濃度で表示 した。

実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光X線分析装置 (日 本電子製 」SX-3200)で行なった。

この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる自動定量

計算システムが採用されてお り、 6C～92Uま での元素分析ができ、ハイパヮーX線源(最大30k V、

4m A)の採用で微量試料～最大290HHl ф×80111m Hま での大型試料の測定が可能である。小形試料では

16試料 自動交換機構により連続 して分析できる。分析はバルクFP法でおこなった。FP法 とは試料

を構成する全元素の種類 と濃度、X線源のスペク トル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数な

ど装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法である。

分析にあたっては、露頭より採取 した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面 とする未整形試

料 をX線照射範囲が約15Hm фの試料台に直接のせ分析 した。実験条件はバルクFP法 (ス タンダー ド

レス方式)、 分析雰囲気=真空、X線管ターゲット素材=Rh、 加速電圧=30k V、 管電流=自動制御、

分析時間=200秒 (有効分析時間)である。また、分析にあたっては標準サンプルを分析 し、キャリブ

レーションを行い、装置の正常さを保って行った。

分析対象元素はSi,Ti,Al,Fe,Mn,M8,Ca,Na,K,P,Rb,Sr,Y,Zrの 14元素、分析値は黒曜石の含水量=
0と 仮定 し、酸化物の重量%を loo°/Oに ノーマライズし、表示 した。

地質学的には分析値の重量%は小数点以下 2桁で表示することになっているが、微量元素のRb,Sr,

Y,Zrは重量°
/。 では小数点以下 3～ 4桁の微量となり、小数点以下 2桁では 0と 表示 される。ここでは

分析装置のソフトにより計算された小数′点以下 4桁 を用いて化学分析結果を表示 した。

岩石の化学組成を構成する主要元素 と微量元素の中から、岩石の骨格 となるsiと Al、 有色鉱物の主

要元素であるFe,Ca,無色鉱物の主要元素であるNaと Kの関連からK、 副成分鉱物のイルメナイ トからFe

とTi、 微量元素ではRbと Srの各元素組み合わせにより黒曜石を分類する図を作製 した (周藤他2002)。
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5 沼袋遺跡黒曜石産地分析

基本的には主要元素の各元素が重複 しない組み合わせ としたが、Fe,Mn,Tiは 鉄質関連として相関性の

高い元素であ り、TiはFeと Mnの 2元素との対比 となっている。主要元素と微量元素の酸化物濃度 (重

量°
/。 )でSi02~AL03,Fe203~Ti02,K20~CaO,積 分強度でRb― SrOの 4組の組み合わせで図を作成 した。

(2)分析結果

沼袋遺跡より出土した黒曜石遺物は第 1表化学分析表の原産地欄に示すように2個の分析のうち、

沼袋-1は青森県の深浦、沼袋-2は宮城県の湯ノ倉である。

引用文献

周藤賢治 。小山内康人 2002 共立出版、記載岩石学上 p5-20.

第 1表 化学分析表

試料名 沼袋-1 沼袋-2
Na20 4.4226 4.2935

MgO 0,0000 0.0586

A1203 12.3940 13.2332

Si02 75,5487 75。 2066

P205 0.0000 0.0000

K20 4.4271 1.7153

CaO 0。2535 2.3889

Ti02 0.1823 0.2211

MnO 0,0694 0.0832

Fe203 2.5953 2.7534

Rb20 0.0121 0.0075

SrO 0.0024 0.0204

Y203 0,0096 0.0000

Zr02 0,0830 0.0182

Total 1000.0000 99,99990.0000

Rb(1) 815 492

Sr(1) 158 1312

原産地 深浦 湯ノ倉

備 考
縄文後期前葉・剥片

1号捨て場出土

縄文後期前葉・砕片

1号捨て場出土
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写 真 図 版

5号土坑出土人骨
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B区調査風景 (中 央は 1号捨て場範囲)

遺物集中部① No 130土器出土状況 遺物集中吉[② No 129土器出土状況

No 410鐸形土製品出土状況

写真図版 l B区 調査風景、

No 409鐸 形土製品出土状況

1号捨て場遺物出土状況

-114-



B区  2号捨て場

B区  2号捨て場セクション

写真図版 2 2号 捨て場
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C区東側① 完掘

C区東側② C区中央ベル ト① (北端)

C区中央ベルト② C区中央ベルト③

C区中央ベルト⑤

-116-

C区中央ベルト④

写真図版 3 C区完掘、層序 (1)



C区中央ベルト⑥ C区中央ベルト⑦

C区中央ベルト③ C区中央ベルト③ (南端)

C区西ベルト②C区西ベルト① (北端)

C区西ベルト③

写真図版 4

C区西ベルト④

C区層序 (2)
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1号掘立柱建物跡

1号柱穴断面 6号桂穴断面

8号柱穴断面 9号柱穴断面

-118-

写真図版 5 1号掘立柱建物跡



2号掘立柱建物跡

11号柱穴断面 12号柱穴断面

13号柱穴断面 14号柱穴断面

写真図版 6 2号掘立柱建物跡
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20・ 21号柱穴断面 27・ 28号柱穴断面

50号柱穴断面

写真図版 7

55号柱穴断面

3・ 4号掘立柱建物跡 (1)
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62号柱穴断面 64号柱穴断面

66・ 67号柱穴断面

73号柱穴断面

72号柱穴断面

76号桂穴断面

78号柱穴断面

写真図版 8 3・ 4号掘立柱建物跡 (2)

79号柱穴断面
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顧

5。 6号掘立桂建物跡

53号柱穴断面

83号柱穴断面

写真図版 9

84号柱穴断面

5・ 6号掘立柱建物跡
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7号掘立柱建物跡

殴
―

130号桂穴断面

131号柱穴断面 132号桂穴断面

写真図版10 7号掘立柱建物跡
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8号掘立柱建物跡

138号柱穴断面

139号柱穴完掘

138号柱穴完掘

写真図版11 8号掘立柱建物跡



9号掘立柱建物跡

140号柱穴断面

|1蝿

.I'|

,,♪  ⅢⅢ

■11.iォ ir

140号柱穴完掘

142号柱穴完掘142号柱穴断面

143号柱穴断面 143号柱穴完掘

写真図版12 9号掘立柱建物跡
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1号土坑断面

2号土坑断面 2号土坑完掘

3号土坑断面 3号土坑完掘

4号土坑断面 4号土坑完掘

- 126-

写真図版13 1～ 4号土坑



5号土坑断面 5号土坑人骨出土状況

6号土坑完掘
1子,    「邸甲等専離,

7号土坑断面

8号土坑断面

7号土坑完掘

8号土坑完掘

写真図版14 5～ 8号土坑
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9号土坑断面 9号土坑完掘

10号土坑断面 10号土坑完掘

1号埋設土器出土状況1号埋設土器断面

1号焼土断面

写真図版15 9。 10号上坑、

-128-

1号埋設土器、 1号焼土



B区桂穴群①。1号溝跡

91号柱穴 。1号溝跡断面 B区柱穴群②

112号柱穴断面

写真図版16 B区柱穴群、 1号溝跡

99号柱穴断面

-129-



B区近世墓碑集中部②

調査区周辺の供養碑 (近世～近代)

写真図版17 墓碑集中部、試掘、近世～近代の供養碑
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一基鞭棘欝３４

写真図版19 土器 (2)
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写真図版21 土器 (4)
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写真図版22 土器 (5)
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写真図版23
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写真図版24 上器 (7)
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写真図版25 上器 (3)
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写真図版26 土器 (9)
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写真図版27
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写真図版28 土器 (11)
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写真図版29 土器 (12)、 土製品 (1)
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写真図版30 土製品
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写真図版33 石器 (3)
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写真図版34 陶器、鉄製品、煙管、銭貨

-147-



-148-

写真図版35 近世墓碑
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ふ りが な

所収遺跡名

な

地

カ

在

ぬ
ツふ

所

コ ー ド 】ヒ糸単 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

沼袋遺跡

磐手繁辛講併鍬

凸壽賄粁た鮮姜

11蕗亀3ほか

03484 K(321-0127 度

分

秒

９

　

６

　

２

３

　

５

　

３

岐

吟

砂

４

４

５

2004.05.19

2004.10.05

4,91Clm2 道路整備事業

に伴う緊急発

掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

沼袋遺跡 集落 縄文時代

(後・晩期)

弥生時代中期

江戸時代以降

掘立柱建物跡 辣

土坑     9基
埋設土器   1基
焼土遺構  1カ 所

捨て場   2カ 所

掘立柱建物跡

土坑 (墓竣) 1基

縄文土器

(後期前葉～晩期)

鐸形型土製品

腕輪形土製品

土偶

剥片石器

(石鏃・石匙ほか)

礫石器

(磨製石斧ほか)

弥生土器

(中期)

唐津焼

(16世紀末)

美濃焼

(19世紀初頭)

永楽通宝

寛永通宝

煙管

江戸時代を主体 とする

掘立柱建物跡
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